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今
回
は
、
８
月
号
恒
例
の
企
画
で
す
。
こ
の
１
年
間
に
実
施
し
た
新
た
な

施
策
の
中
で
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
、
そ
の
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

小
山
市
長
　
大
久
保
　
寿
夫

お
や
ま
表
情

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

▲寒
さ ん が わ に

川尼

 

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

①
市
長
へ
の
手
紙
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

　
267
件
の
ご
提
案
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
に
は
回
答
の
う
え
、

実
現
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
具
現
化
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
「
小
山
市
役
所
新
庁
舎
建
設
基

本
計
画
（
素
案
）」「
第
５
期
小
山
市
障
が
い

福
祉
計
画
・
第
１
期
小
山
市
障
が
い
児
福
祉

計
画
（
素
案
）」「
小
山
市
公
共
施
設
等
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
（
素
案
）」「
小
山
市

渡
良
瀬
遊
水
地
観
光
地
化
推
進
５
カ
年
計

画
（
案
）」「
小
山
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

（
案
）」「
小
山
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）」「
小

山
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
改
定
案
に
関
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）」

を
実
施
し
ま
し
た
。

 

人
・
行
政
（
市
役
所
）
を
創
る
た
め
に

①
国
際
化
の
推
進

　
姉
妹
都
市
ケ
ア
ン
ズ
市
と
の
交
流
と
し

て
、
平
成
29
年
８
月
に
小
山
市
中
学
生
ケ
ア

ン
ズ
派
遣
団
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ア

ン
ズ
市
か
ら
の
議
員
、
教
育
・
交
流
関
係
団

体
、
奨
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
友
好
交
流
関
係
都
市
紹

興
市
と
の
交
流
と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
に

小
山
市
中
学
生
紹
興
市
派
遣
団
を
派
遣
。
平

成
30
年
２
月
に
は
、「
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
」に
お
い
て
農
業
交
流
の
あ
る
、ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
連
邦
共
和
国
の
特
命
全
権
大
使
に
よ
る

市
長
表
敬
訪
問
。
同
じ
く
2
月
に
平
成
29
年

5
月
に
台
湾
高
雄
市
に
派
遣
し
た
友
好
訪
問

団
に
続
き
、
高
雄
市
か
ら
招
待
が
あ
っ
た
第

9
回
高
雄
ミ
ズ
ノ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、

小
山
市
台
湾
高
雄
市
マ
ラ
ソ
ン
派
遣
団
を
派

遣
。
平
成
30
年
4
月
に
第
10
回
お
や
ま
思
川

ざ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
高
雄
市
か
ら
の
マ

ラ
ソ
ン
派
遣
団
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

②
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
状
交
付

　「
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
」
と
い
う
名

称
の
由
来
は
、
徳
川
三
百
年
を
決
定
付
け
た

天
下
分
け
目
の
軍
議
、「
小
山
評
定
」
に
ち

な
ん
で
名
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
小
山
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
観
光
振
興
等
を
図
る
目

的
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。学
術
、文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
等
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
小

山
市
出
身
の
方
、
も
し
く
は
、
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
著
名
な
方
々
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
８
月
21
日
　
村
上
　
新
悟（
俳
優
）

平
成
29
年
12
月
27
日
　
岡
島
　
豪
郎
（
プ
ロ

野
球
選
手
）・
大
山
　
悠
輔（
プ
ロ
野
球
選
手
）

平
成
30
年
３
月
９
日
　
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ

レ
ー
ブ
ス
（
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
）

③
小
山
市
公
共
施
設
白
書
が
ま
と
ま
る
（
平

成
29
年
７
月
）

　
小
山
市
で
は
、
人
口
の
増
加
や
行
政
需
要

の
拡
大
等
を
背
景
に
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
に
か
け
て
多
く
の
公
共
施
設
等
の
建

設
・
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
市

が
保
有
す
る
公
共
施
設
全
体
の
現
状
や
将
来

に
わ
た
る
維
持
管
理
・
運
営
に
係
る
コ
ス
ト

等
に
つ
い
て
、
一
元
的
に
捉
え
、
今
後
の
公

共
施
設
な
ど
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
「
小
山
市

公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

④
子
ど
も
の
体
力
向
上
を
図
る
た
め
の
縄
跳

び
運
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
取
組
（
平
成

29
年
７
月
～
平
成
30
年
３
月
）

　
子
ど
も
た
ち
の
体
力
向
上
を
図
る
た
め
、

縄
跳
び
運
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
運
動

デ
ー
タ
解
析
を
取
り
入
れ
、
運
動
意
欲
の
向

上
や
、
運
動
指
導
の
改
善
を
図
る
取
組
で
栃

木
県
で
は
小
山
城
東
小
学
校
が
初
の
実
施
校

と
な
り
ま
し
た
。

　
分
析
結
果
を
基
に
、運
動
要
素
に
着
目
し
、

児
童
に
課
題
を
も
た
せ
な
が
ら
練
習
に
取
り

組
ま
せ
る
こ
と
で
、
意
識
の
高
揚
や
運
動
能

力
の
改
善
に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

⑤
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
Ｃ
＆
Ｋ
小
山
凱

旋
野
外
ラ
イ
ブ
の
開
催
（
平
成
29
年
８
月
）

　
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
委
嘱
し

た
Ｃ
＆
Ｋ
が
、ボ
ー
カ
ル
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
Ｙ
（
ク

リ
ビ
ー
）
の
地
元
小
山
市
で
凱
旋
野
外
ラ
イ

ブ
を
実
施
し
ま
し
た
。
小
山
市
で
も
プ
レ
Ｄ

Ｃ
の
一
環
と
し
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

開
催
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
全
国
か
ら
集

ま
る
フ
ァ
ン
へ
小
山
市
着
地
型
観
光
の
発
信
、

飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
出
店
に
よ
る
「
お
や
ま

ブ
ラ
ン
ド
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
経
済
効
果
は

約
１
億
９
，
２
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑥
小
山
市
職
員
働
き
方
改
革
向
上
委
員
会
設

置
（
平
成
29
年
８
月
）

　
市
職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
図
り
、
長
時
間

勤
務
等
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
仕
事
の
効

率
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
小
山
市
職
員
働
き
方
改
革
向
上
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
組
み

を
「
小
山
市
職
員
働
き
方
改
革
２
０
１
８
」

と
名
付
け
、
定
時
退
庁
日
は
18
時
消
灯
、
そ

れ
以
外
の
日
は
原
則
20
時
消
灯
、
休
暇
取
得

の
促
進
、「
小
山
市
職
員
働
き
方
改
革
推
進
所

属
」
の
認
定
や
、
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

⑦
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
へ
加
入

（
平
成
29
年
10
月
）

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中
、
地
域
間
連
携

の
重
要
性
に
鑑
み
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬

県
お
よ
び
埼
玉
県
の
県
境
に
位
置
す
る
隣
接
地

方
自
治
体
で
設
置
さ
れ
、
昭
和
63
年
４
月
に
発

足
し
た
三
国
サ
ミ
ッ
ト
会
議
を
前
身
と
す
る

「
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
に
、
６

番
目
の
自
治
体
と
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

⑧
女
子
学
生
模
擬
議
会
開
催（
平
成
29
年
10
月
）

　
市
政
や
議
会
へ
の
関
心
や
理
解
を
深
め
、

次
世
代
を
担
う
若
者
の
意
見
を
市
政
に
生
か

し
、
女
性
活
躍
の
「
次
代
」
を
け
ん
引
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、
市
内
大
学
等

に
在
学
中
お
よ
び
市
内
在
住
の
女
子
学
生
を

対
象
と
し
た
模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑨
ボ
イ
ス
ト
ラ
（
多
言
語
音
声
翻
訳
シ
ス
テ

ム
）
の
実
証
実
験
（
平
成
29
年
10
月
～
12
月
）

　
学
校
現
場
で
は
外
国
人
児
童
生
徒
が
多
数

在
籍
し
て
お
り
、
様
ざ
ま
な
言
語
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
総
務
省

か
ら
紹
介
を
受
け
、
ボ
イ
ス
ト
ラ
（
多
言
語

音
声
翻
訳
シ
ス
テ
ム
）
の
学
校
現
場
で
の
実

証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
教
職
員
か
ら
は
、

「
児
童
や
保
護
者
と
の
意
思
疎
通
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
有
効
性
を
実
感

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

⑩
小
山
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

計
画
策
定
（
平
成
30
年
１
月
）

　
今
後
の
人
口
減
少
、公
共
施
設
の
老
朽
化
、

厳
し
い
財
政
状
況
等
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、

す
べ
て
の
公
共
施
設
を
現
状
の
ま
ま
維
持
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
施
設
の
量
を
減
ら

す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の
集
約
、

複
合
化
、
売
却
、
民
間
へ
の
貸
付
け
な
ど
に

よ
り
、
公
共
施
設
の
適
正
な
配
置
、
維
持
管

理
費
用
の
縮
減
を
実
現
す
る
た
め
「
小
山
市

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

⑪
お
や
ま
ふ
る
さ
と
み
ら
い
奨
学
金
の
応
募

資
格
拡
大
（
平
成
30
年
３
月
）

　
こ
の
奨
学
金
は
、
入
学
時
に
応
募
し
、
卒
業

後
、
一
定
期
間
小
山
市
に
定
住
す
る
こ
と
で
奨

学
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
し
た
が
、

平
成
30
年
３
月
の
募
集
分
か
ら
は
、
在
学
中
の

学
生
も
、
応
募
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。



⑫
小
山
市
が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入

費
助
成
事
業
（
平
成
30
年
３
月
）

　
が
ん
患
者
の
皆
さ
ま
の
心
理
的
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
4
月
1
日
以
後
に
購
入
し
た

ウ
ィ
ッ
グ
の
費
用
か
ら
適
用

⑬「
お
や
ま
英
語
教
育
の
ま
ち
」推
進
事
業（
平

成
30
年
４
月
～
）

　
急
速
に
進
展
す
る
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
、
世
界
の
人
々
と
英
語
で
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
ふ
る
さ
と

小
山
市
に
つ
い
て
発
信
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
を
目
指
し
て
お
り
、
小
中
一
貫
教
育
の
中

核
と
し
て
、
英
語
教
育
を
一
層
推
進
し
、
英

語
力
を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
を
進
め
て

い
ま
す
。
新
た
に
、「
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）の
全
校
配
置
」、「
英
語
検
定
料
の
助
成
」

「
生
徒
向
け
本
市
独
自
の
英
語
読
み
物
資
料
の

活
用
」「English C

am
p

」
を
進
め
ま
す
。

⑭
小
山
市
営
住
宅
へ
指
定
管
理
者
制
度
導
入

（
平
成
30
年
４
月
）

　
小
山
市
は
、
民
間
委
託
等
を
積
極
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
し
て
お
り
、
市
営
住
宅
に
つ

い
て
も
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
入

居
者
等
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
維
持
管
理
費

の
縮
減
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

⑮
下
水
道
事
業
の
窓
口
の
統
合
化
（
平
成
30

年
４
月
）

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
主
に
市
街
地

に
は
公
共
下
水
道
事
業
、
農
村
集
落
に
は
農

業
集
落
排
水
事
業
と
し
て
別
々
の
所
管
課
に

て
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
同
じ
下

水
道
事
業
と
い
う
点
に
お
い
て
、
窓
口
の
統

合
化
と
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
事
務
を
農
村
整
備
課
か
ら

下
水
道
課
へ
移
管
し
、
統
合
し
ま
し
た
。

⑯
新
庁
舎
整
備
事
業
の
建
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
平
成
30
年
6
月
）

　
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
基
本
構
想
・

計
画
」
に
基
づ
き
、「
設
計
施
工
一
括
発
注
方

式
」
に
よ
り
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
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建
設
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
現

在
、
新
庁
舎
の
基
本
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ま
ち
を
創
る
た
め
に

①
８
月
９
日「
野
球
の
日
」宣
言（
平
成
29
年
８
月
）

　
小
山
市
は
、
平
成
26
年
６
月
に
県
内
初
と

な
る
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」
を
宣
言
し
、
市
民

が
誇
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
小
山
市
は
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
野
球
の
愛
好
者
が
多

い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
レ
ベ
ル
も
高
く
、

小
・
中
学
生
が
県
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東

大
会
や
全
国
大
会
で
活
躍
し
、
そ
の
成
長
も

目
覚
し
く
、
著
名
な
プ
ロ
野
球
選
手
も
輩
出

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
野
球
を
と
お
し
て

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
を
図
り
、
地
域
を
明
る
く

元
気
に
し
、
市
民
が
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
、
８
月
９
日
を
「
野
球
の
日
」
と
定

め
、
今
年
度
は
「
野
球
の
聖
地
　
小
山
　
野

球
の
日
」
と
題
し
た
野
球
関
連
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。（
詳
細
は
Ｐ
11
参
照
）

②
９
月
８
日
桑
の
日
宣
言（
平
成
29
年
９
月
）

　
小
山
市
は
、
古
く
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
な
地

域
で
、
全
国
有
数
の
産
地
を
成
し
、
県
内
で

も
第
１
位
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
世
界
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
小
山
市
の
誇
る
本
場
結
城
紬

は
、
こ
の
伝
統
あ
る
桑
・
蚕
・
繭
づ
く
り
の
養

蚕
業
の
中
で
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

９
月
８
日
を
「
桑
の
日
」
と
定
め
、「
桑
・
蚕
・

繭
・
紬
」
の
全
て
を
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
海
外
へ

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

③
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
７
小
山
野
木
線

（
粟
宮
工
区
）
開
通
（
平
成
29
年
９
月
）

　
小
山
市
街
地
と
間
々
田
地
区
を
結
び
、
さ

ら
に
野
木
町
お
よ
び
古
河
市
へ
と
連
絡
す
る

幹
線
道
路
で
あ
り
、国
道
４
号
の
渋
滞
緩
和
、

沿
線
の
土
地
利
用
の
活
性
化
、
地
元
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
な
ど
都
市
空
間
の
形
成
を
図
る

上
で
重
要
な
都
市
計
画
道
路
の
、
小
山
環
状

線
か
ら
間
々
田
北
通
り
ま
で
の
延
長
約
1.5
㎞

が
開
通
し
ま
し
た
。

④「
横
倉
第
一
雨
水
幹
線
新
設
工
事
そ
の
１
」

の
現
場
見
学
会
開
催
（
平
成
29
年
９
月
）

　
雨
ケ
谷
お
よ
び
横
倉
新
田
地
区
の
浸
水
被

害
解
消
を
目
的
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「
横
倉
第
一
雨
水
幹
線
新
設
工
事
そ
の
１
」

の
工
事
進
捗
に
伴
い
、
推
進
工
事
が
完
了
し

た
雨
水
管
の
内
部
を
実
際
に
歩
い
て
、
雨
水

管
の
大
き
さ
を
体
験
し
、
そ
の
役
割
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
「
下
水
道
ふ
れ
あ
い
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑤「
横
倉
第
一
雨
水
幹
線
新
設
工
事
そ
の
２
」

に
着
手
（
平
成
29
年
10
月
）

　
雨
ケ
谷
お
よ
び
横
倉
新
田
地
区
の
浸
水
被

害
解
消
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
度
よ
り

整
備
を
進
め
て
い
る
「
横
倉
第
一
雨
水
幹
線

新
設
工
事
」
に
つ
い
て
、「
横
倉
第
一
雨
水

幹
線
新
設
工
事
そ
の
１
」
の
下
流
部
に
位
置

す
る
「
横
倉
第
一
雨
水
幹
線
新
設
工
事
そ
の

２
」
に
着
手
し
ま
し
た
。

⑥
小
山
市
・
鹿
屋
市
　
Ｃ
＆
Ｋ
の
橋
渡
し
に
よ

る
鹿
屋
市
と
の
農
業
等
交
流（
平
成
29
年
10
月
）

　
小
山
評
定
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
り
、
鹿
児

島
県
鹿
屋
市
の
、
か
の
や
バ
ラ
大
使
で
あ
る

Ｃ
＆
Ｋ
が
小
山
市
と
鹿
屋
市
と
の
橋
渡
し
を

行
い
、
小
山
市
と
和
牛
生
産
の
先
進
地
で
あ

る
鹿
屋
市
と
の
間
で
農
業
技
術
交
流
が
実
現

し
ま
し
た
。

⑦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
「
お
ー
ラ
ジ
」
開
局

（
平
成
29
年
11
月
）

　
小
山
市
に
特
化
し
た
地
域
情
報
発
信
に

よ
り
、
元
気
で
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
に

貢
献
す
る
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
「
お
ー
ラ
ジ
」
を
開
局
し

ま
し
た
。
平
常
時
に
は
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、“
今
”
起
き
て
い
る
新
鮮
な
地
元
の
話

題
を
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
は
、
災
害
状

況
や
復
旧
支
援
情
報
を
迅
速
に
発
信
し
ま
す
。

⑧
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
小
山
」
の

開
設
（
平
成
29
年
11
月
）

　
結
婚
を
望
む
独
身
の
男
女
に
出
会
い
の
機

会
を
提
供
し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
結

婚
支
援
を
行
う
た
め
、
と
ち
ぎ
未
来
ク
ラ
ブ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
１
対
１

の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
と
ち
ぎ
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
小
山
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

⑨
小
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
委
嘱
状
交

付
（
平
成
30
年
１
月
）

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
「
渡
良
瀬
遊
水

地
」
の
賢
明
な
活
用
を
推
進
さ
せ
る
原
動
力
と

し
て
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
意
欲
的

に
行
い
、
地
域
に
定
住
す
る
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
１
人
を
初
め
て
採
用
し
ま
し
た
。

⑩
市
道
７
１
５
２
号
線
道
路
新
設
事
業
完
成

（
平
成
29
年
12
月
）

　
旧
間
々
田
公
民
館
跡
地
南
側
は
、
生
活
道
路

が
狭
隘
の
行
き
止
ま
り
道
路
と
な
っ
て
お
り
、

緊
急
車
両
等
が
入
れ
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
JR
宇
都
宮
線
沿
い
に
、
延
長
約
１
６
０
ｍ
、

幅
員
６
ｍ
の
道
路
を
新
設
し
ま
し
た
。

⑪
小
山
市
初
の
農
福
連
携
事
業（
平
成
30
年
１
月
）

　
国
の
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
を
受
け
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
活

躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
推
進
し
、
農
業
と

福
祉
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
障
が
い
者
の

雇
用
の
創
出
な
ら
び
に
高
齢
者
の
い
き
が
い

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
「
農
福
連
携
事
業
」

の
実
験
事
業
に
よ
り
「
干
し
芋
」
が
製
造
・

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

⑫
農
泊
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
事

業
（
平
成
30
年
２
月
）

　
小
山
市
で
は
渡
良
瀬
遊
水
地
を
中
心
と
し

た
市
内
の
観
光
資
源
や
米
麦
に
代
表
さ
れ
る

豊
か
な
農
業
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
活
か
し
、

農
村
へ
の
交
流
人
口
拡
大
と
、
地
域
活
性
化

を
図
る
た
め
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
や
、
受
け
入
れ
農
家
へ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
提
供
な
ど
、
農
泊
事
業
の
本
格
的
実

施
の
参
考
と
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
昨
年
度

の
結
果
を
踏
ま
え
、
受
入
れ
農
家
の
拡
大
を

図
り
な
が
ら
、
複
数
回
実
施
で
き
る
よ
う
に

企
画
・
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

⑬
小
山
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
（
平

成
30
年
３
月
）

　
東
日
本
大
震
災
や
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東

北
豪
雨
災
害
等
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま

※この記事は 7 月 12 日時点で編集したものです
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え
、
災
害
時
に
お
い
て
市
民
の
生
命
お
よ
び
生

活
を
守
る
と
と
も
に
、
被
害
の
低
減
を
図
り
、

最
悪
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

⑭
小
山
市
空
家
等
対
策
計
画
策
定（
平
成
30
年
３
月
）

　
全
国
的
に
空
家
の
増
加
が
社
会
問
題
化
す

る
中
、
小
山
市
は
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
と
良
好
な
地
域
環
境
維
持
を
目
的
と
し

て
、
空
家
等
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
空
家
化
の
予

防
」「
空
家
の
流
通
・
活
用
促
進
」「
管
理
不

全
な
空
家
の
防
止
・
解
消
」「
空
家
等
の
跡

地
活
用
」
と
い
う
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
、
24
の
取
組
方
針
に
ま
と
め
ま
し
た
。

⑮
小
山
市
国
民
健
康
保
険
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
策
定
（
平
成
30
年
３
月
）

　
第
１
期
の
計
画
を
踏
ま
え
、
保
有
し
て
い
る

医
療
費
・
健
診
結
果
・
介
護
デ
ー
タ
等
に
よ
り

見
え
て
き
た
健
康
課
題
を
把
握
し
、
特
定
健
診

受
診
率
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
及
び

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
等
の
た
め
の
保
健
事

業
の
強
化
を
目
標
に
策
定
し
ま
し
た
。

⑯
小
山
運
動
公
園
硬
式
野
球
場
の
ナ
イ
タ
ー

照
明
新
設
工
事
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
電
光
掲

示
板
へ
の
改
修
工
事
、
ラ
バ
ー
マ
ッ
ト
改
修

工
事
の
完
成
（
平
成
30
年
３
月
）

　
小
山
運
動
公
園
内
の
硬
式
野
球
本
球
場

が
、
平
成
34
年
開
催
予
定
の
第
77
回
国
民
体

育
大
会(

い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体)

軟
式

野
球
会
場
に
内
定
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
栃

木
県
民
球
団
「
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ

ス
」
の
本
拠
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事

を
実
施
し
、
完
成
し
ま
し
た
。

⑰
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
た
小
山
市
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
３
か
年
計
画
策
定
（
平
成
30
年
３
月
）

　「
教
育
旅
行
」「
立
ち
寄
り
旅
行
者
」「
個

人
旅
行
者
獲
得
」
の
３
つ
を
柱
と
し
、
本
市

に
長
く
滞
在
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
験
や

快
適
な
滞
在
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
と
対
象
を
絞
り
こ
み
、
３
年

間
で
段
階
的
に
多
く
の
訪
日
旅
行
客
獲
得
を

目
指
す
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
観
光
と
は
異
な

る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
戦
略
を
盛
り
込
み
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
特
化
し
た
県
内
初
と
な
る
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

⑱
小
山
市
渡
良
瀬
遊
水
地
観
光
地
化
推
進
5

カ
年
計
画
策
定
（
平
成
30
年
３
月
）

　
渡
良
瀬
遊
水
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の

自
然
環
境
や
伝
統
文
化
、
地
場
産
業
等
数

多
く
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
渡
良

瀬
遊
水
地
周
辺
地
域
に
多
く
の
人
を
呼
び
込

み
観
光
地
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
都
会
の
親
子
連
れ
」、「
教

育
旅
行
」、「「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
（
自
然
愛

好
家
）」
の
大
人
」、「
外
国
人
観
光
客
」
の

４
つ
に
絞
り
、
現
況
・
課
題
を
整
理
し
、「
来

る
」「
見
る
・
体
験
す
る
」「
食
べ
る
・
泊
ま
る
」

「
買
う
」「
交
流
す
る
・
Ｐ
Ｒ
」
の
５
つ
の
視

点
か
ら
、主
な
取
組
事
業
を
整
理
し
ま
し
た
。

⑲
第
２
期
小
山
市
本
場
結
城
紬
復
興
振
興
５

カ
年
計
画
策
定
（
平
成
30
年
３
月
）

　「
生
産
基
盤
・
体
制
の
強
化
」「
魅
力
の
向

上
・
発
信
」「
販
路
開
拓
・
流
通
改
革
」「
後

継
者
育
成
・
確
保
」「
和
装
文
化
再
興
」「
連
携
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
基

本
施
策
（
12
項
目
）
お
よ
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
22
項
目
）、さ
ら
に
重
点
プ
ラ
ン
（
６

項
目
）
を
定
め
、
本
場
結
城
紬
の
復
興
振
興

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑳
駅
東
通
り
一
丁
目
第
一
地
区
市
街
地
整
備

事
業
（
平
成
30
年
４
月
）

　
新
小
山
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ
り
、
よ
り

有
効
な
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
旧
小
山
駅
前

広
場
（
市
有
地
）
に
つ
い
て
、
そ
の
立
地
利

便
性
を
最
大
限
に
活
用
し
、「
人
と
企
業
を

呼
び
込
む
施
策
」
の
推
進
と
周
辺
の
民
間
開

発
の
先
導
的
役
割
を
担
う
起
爆
剤
と
な
る
よ

う
、
民
間
活
力
に
よ
る
国
庫
補
助
事
業
に

て
、
小
山
駅
前
に
相
応
し
い
都
市
機
能
の
更

新
と
良
質
な
市
街
地
住
宅
の
供
給
等
を
行
う

た
め
、
平
成
29
年
5
月
に
事
業
施
行
者
で
あ

る
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と
基
本
協
定

締
結
後
、
建
築
実
施
設
計
が
進
め
ら
れ
、
諸

手
続
き
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年

4
月
に
建
築
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

�
市
立
城
東
保
育
所
の
民
営
化（
平
成
30
年
４
月
）

　
民
間
の
力
を
活
用
し
な
が
ら
多
様
な
保
育
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
保
育
所
整
備
計
画
に
基
づ
き
公
立

保
育
所
の
民
営
化
を
進
め
、
市
立
城
東
保
育
所

を
民
設
民
営
に
よ
り
整
備
し
ま
し
た
。

�
移
住
体
験
住
宅
「
お
や
ま
暮
ら
し
お
試
し

の
家
」
オ
ー
プ
ン
（
平
成
30
年
４
月
）

　
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

小
山
市
へ
の
移
住
体
験
が
で
き
る
「
お
や
ま

暮
ら
し
お
試
し
の
家
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
当
物
件
は
、
小
山
市
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
た
、
大
字
千
駄
塚
地
内
の
閑

静
な
住
宅
地
に
位
置
す
る
和
風
造
り
の
空
き

家
で
、
生
活
に
必
要
な
設
備
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
、W

i-Fi

環
境
も
整
備
。
さ
ら

に
、
約
500
坪
の
広
大
な
敷
地
に
あ
る
家
庭
菜

園
で
は
、
農
業
体
験
も
で
き
ま
す
。

�
小
山
東
部
第
二
工
業
団
地
の
予
約
分
譲
開

始
（
平
成
30
年
４
月
）

　
平
成
31
年
12
月
竣
工
に
向
け
て
造
成
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
造
成
工
事
と
並
行

し
、
予
約
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
回
の
予
約
分
譲
を
契
機
と
し
て
、
新
規
立

地
に
際
し
て
固
定
資
産
税
相
当
額
を
交
付
す

る
「
工
業
振
興
奨
励
金
」
の
交
付
期
間
を
3

年
か
ら
5
年
に
延
長
し
、
最
大
で
25
％
と
な

る
土
地
取
得
助
成
金
な
ど
、
北
関
東
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
企
業
立
地
優
遇
制
度
に
よ
り
早
期

分
譲
を
目
指
し
ま
す
。

�
国
史
跡
　
摩
利
支
天
塚
・
琵
琶
塚
古
墳
資

料
館
開
館
（
平
成
30
年
４
月
）

　
当
資
料
館
を
活
用
し
、
摩
利
支
天
塚
・
琵

琶
塚
古
墳
を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
古
墳
を
通
じ

た
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
活
性
化
、
観
光

地
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
（
仮
称
）
小
山
市
立
体
育
館
整
備
及
び
運

営
事
業
実
施
方
針
の
公
表（
平
成
30
年
４
月
）

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
市
に
お
け
る
競
技

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
市
立
体
育
館
の
整

備
に
あ
た
っ
て
は
、
民
間
の
資
金
、
経
営
能

力
等
の
活
用
に
よ
る
施
設
の
整
備
、
運
営
お

よ
び
維
持
管
理
の
効
率
化
、
財
政
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ

る
公
共
施
設
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
）
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
実
施
す
る

た
め
、「（
仮
称
）
小
山
市
立
体
育
館
整
備
お

よ
び
運
営
事
業
の
実
施
に
関
す
る
方
針
」
を

定
め
、
こ
れ
を
公
表
し
ま
し
た
。

�
お
や
ま
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
１
８
（
平
成

30
年
5
月
）

　
小
山
の
豊
か
な
大
地
に
描
く
田
ん
ぼ
ア
ー

ト
は
、
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
農
業
の
魅
力
や
農
村
の
美

し
い
景
観
を
Ｐ
Ｒ
し
誘
客
を
図
り
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
と
し
て
、
平
成
30

年
度
は
、
取
組
当
初
か
ら
描
い
て
い
る
手
塚

治
虫
先
生
の
人
気
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

『
鉄
腕
ア
ト
ム
＆
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
』、
昨
年

に
引
き
続
き
、
人
気
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
漫
画
の

『
弱
虫
ペ
ダ
ル
』、
サ
ッ
カ
ー
『
本
田
圭
佑
選

手
』、
小
山
を
本
拠
地
と
す
る
『
栃
木
ゴ
ー

ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
』
の
ほ
か
、
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
的
に
も
知
名
度
の
高
い
『
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
』
を
国
内
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で

は
初
め
て
描
き
ま
し
た
。

�
城
南
地
区
新
設
小
学
校
校
名
決
定
（
平
成

30
年
６
月
）

　
平
成
31
年
４
月
開
校
を
予
定
し
、
東
城
南
地

区
に
現
在
建
設
中
の
新
設
小
学
校
の
学
校
名
に

つ
い
て
、「
小
山
市
立
東
城
南
小
学
校
」
に
市

議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
決
定
し
ま
し
た
。

�
小
山
市
開
運
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
所
オ
ー
プ
ン

（
平
成
30
年
7
月
）

　
小
山
運
動
公
園
内
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
合

宿
所
と
し
て
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘

致
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
小
山
市
の

「
宝
」
を
地
域
資
源
と
し
て
活
用
し
、
体
験
、

感
動
、
協
働
の
「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

に
よ
り
交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
、
地
方
創
生

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　く
ら
し
を
創
る
た
め
に

①
小
山
市
総
合
防
災
訓
練
実
施（
平
成
29
年
９
月
）

　「
小
山
市
直
下
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
、
市
内
複
数
個
所
で
被
害
が
発
生
し
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家
庭
系
可
燃
ご
み
の
排
出
量
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
減
量
化
と
資
源

化
を
進
め
ご
み
処
理
費
用
の
削
減
を
図
る
た

め
、
毎
月
８
日
を
ご
み
減
量
推
進
の
日
に
制

定
し
、「
啓
発
活
動
の
推
進
」「
生
ご
み
減
量
・

雑
紙
・
古
布
・
プ
ラ
容
器
の
資
源
化
対
策
」「
ご

み
減
量
・
資
源
化
運
動
の
展
開
」
と
い
っ
た
、

ご
み
の
減
量
化
に
関
す
る
具
体
策
を
展
開
し

ま
し
た
。

⑥
小
山
市
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
事
業
（
平

成
29
年
12
月
）

　
小
山
市
で
は
、
公
共
施
設
等
に
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
で
き
る
時
間
帯
は
、
平
日
昼
間

に
限
ら
れ
て
い
て
、
夜
間
休
日
に
は
利
用
が

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
24
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
い
つ

で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
措
置
が
行
え

る
環
境
を
整
備
す
る
も
の
で
、
最
寄
り
の
消

防
署
お
よ
び
分
署
か
ら
現
場
ま
で
の
所
要
時

間
が
５
分
を
超
え
る
エ
リ
ア
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
優
先
し
て
設
置
し
、
事

業
初
年
度
は
10
台
を
設
置
し
ま
し
た
。

⑦
お
ー
バ
ス
の
改
正
（
平
成
29
年
12
月
～
）

　
平
成
29
年
12
月
に
は
、
新
小
山
市
民
病
院

方
面
へ
の
利
用
者
増
加
に
伴
い
車
両
の
大
型

化
と
増
便
に
よ
る
混
雑
緩
和
、
経
路
変
更
、

バ
ス
停
増
設
、
ダ
イ
ヤ
改
正
を
、
平
成
30
年

4
月
に
は
、
道
の
駅
線
の
中
地
区
へ
の
利
便

性
向
上
と
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
見
据
え
た
路
線
の
延
伸
、
思
川

駅
線
の
新
小
山
市
民
病
院
方
面
へ
の
乗
り
継

ぎ
改
善
を
目
的
と
し
た
ダ
イ
ヤ
改
正
と
い
っ

た
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

⑧
防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
お
よ
び
購
入
補

助
（
平
成
29
年
12
月
）

　
災
害
時
等
に
、
い
ち
早
く
避
難
す
る
た
め
に

防
災
情
報
を
必
要
と
す
る
、
視
覚
障
が
い
者
１

級
～
６
級
の
方
や
、
各
地
域
の
活
動
の
要
と
し

て
活
用
す
る
自
治
会
長
・
自
主
防
災
会
長
・
民

生
委
員
児
童
委
員
の
方
に
、
無
償
貸
与
に
よ
る

防
災
ラ
ジ
オ
の
配
付
を
開
始
し
、
ま
た
、
４
月

か
ら
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
方

を
対
象
に
購
入
補
助
も
開
始
し
ま
し
た
。

⑨
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業（
平
成
30
年
３
月
）

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、
理

容
所
や
美
容
所
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

に
対
し
訪
問
に
よ
る
理
容
ま
た
は
美
容
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑩
原
動
機
付
自
転
車
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導

入
（
平
成
30
年
４
月
）

　
市
民
に
親
し
み
や
す
い
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

（
課
税
標
識
）
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小

山
市
に
よ
り
一
層
の
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
小
山
市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
も
の
と
し

て
「
政
光
く
ん
・
寒
川
尼
ち
ゃ
ん
」
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
と
、「
開
運
★
お
や
ま
く
ま
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
の
２
種
類
を
導
入
し
ま
し

た
。６
月
30
日
現
在
、178
枚
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。

⑪
特
定
健
康
診
査
自
己
負
担
額
を
無
料
化

（
平
成
30
年
４
月
）

　
小
山
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
受
診
率
の

向
上
を
図
り
、
被
保
険
者
の
健
康
維
持
と
医
療

費
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
有
料
と

な
っ
て
い
る
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
被
保
険
者

の
自
己
負
担
額
を
無
料
化
し
ま
し
た
。

⑫
小
山
市
版
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
事
業
（
平
成
30
年
４
月
～
）

　
平
成
30
年
春
季
に
本
番
を
迎
え
た
栃
木
Ｄ

Ｃ
に
お
い
て
、
小
山
市
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
化
し
、
テ
ー
マ
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た

せ
る
こ
と
で
深
化
さ
せ
た
全
13
回
の
小
山
市

版
Ｄ
Ｃ
特
別
ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
、
更
に

「
お
ー
バ
ス
」
の
主
要
観
光
施
設
ま
で
の
延

伸
・
増
便
や
レ
ン
タ
カ
ー
の
観
光
利
用
促
進

な
ど
、
鉄
道
駅
か
ら
の
交
通
手
段
強
化
施
策

を
実
施
し
、
東
京
圏
か
ら
の
誘
客
と
観
光
周

遊
し
や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
、
市
経
済
の

更
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

⑬
「
中
華
蕎
麦
と
み
田
　
富
田
治
プ
レ
ゼ
ン

ツ
最
強
ラ
ー
メ
ン
祭
２
０
１
８ 

in 

小
山
」

の
開
催
（
平
成
30
年
４
月
）

　 

「
日
本
一
の
行
列
ラ
ー
メ
ン
店
」
と
言
わ

れ
る
千
葉
県
松
戸
市
の
『
中
華
蕎
麦
と
み

田
』
店
主
の
富
田
治
さ
ん
が
、
全
国
の
ラ
ー

メ
ン
店
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
人
気
店
を

選
出
し
、
週
替
わ
り
で
８
店
舗
ず
つ
、
４
週

間
で
延
べ
32
店
舗
が
出
店
、
思
川
桜
の
時
期

を
迎
え
る
小
山
市
の
中
心
市
街
地
に
位
置
す

る
小
山
御
殿
広
場
に
お
い
て
、
栃
木
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の

小
山
市
の
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
全

国
規
模
の
ラ
ー
メ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
開

催
し
、
市
内
外
か
ら
延
べ
７
４
，
４
５
０
人

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

⑭
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
開
始（
平
成
30
年
４
月
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
等
が
、
日
常
生
活
や
外

出
を
し
た
と
き
、
災
害
で
避
難
し
た
と
き
な

ど
、
周
り
の
人
に
支
援
や
配
慮
を
求
め
る
場

合
、
支
援
し
て
欲
し
い
内
容
を
う
ま
く
伝
え

ら
れ
な
い
方
に
氏
名
、
住
所
、
緊
急
連
絡
先
、

お
願
い
し
た
い
こ
と
等
の
情
報
を
記
入
す
る

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

⑮
郵
便
局
の
「
み
ま
も
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」
を

小
山
評
定
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
の
返
礼
品
に
設
定
（
平
成
30
年
４
月
）

　
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
ヤ
ク
ル
ト

愛
の
見
守
り
訪
問
活
動
」
に
続
い
て
、
小
山

市
に
両
親
等
を
残
し
遠
方
に
住
む
方
を
対
象

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
呼
び
か
け
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
本
旨
で
あ
る
生
ま
れ
育
っ
た

「
ふ
る
さ
と
」
を
離
れ
た
方
々
か
ら
の
寄
附

を
募
る
と
と
も
に
、
小
山
市
の
「
高
齢
者
見

守
り
訪
問
事
業
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め

郵
便
局
の
「
み
ま
も
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
」
を

返
礼
品
に
設
定
し
ま
し
た
。

⑯
小
山
市
徘
徊
高
齢
者
等
賠
償
責
任
保
険
加

入
支
援
事
業
（
平
成
30
年
６
月
）

　
認
知
症
高
齢
者
が
徘
徊
時
に
、
事
故
等
に
よ

り
第
三
者
に
損
害
を
負
わ
せ
て
し
ま
う
な
ど
法

律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
の
賠
償

責
任
保
険
加
入
に
つ
い
て
、
市
で
保
険
料
の
一

部
を
負
担
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

※この記事は 7 月 12 日時点で編集したものです

て
い
る
。」
と
い
う
想
定
で
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
負
傷
者
の

救
出
救
護
な
ど
の
初
動
対
応
や
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
応
急
復
旧
訓
練
、
さ
ら
に
、
県
内
初

「
お
や
ま
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
地
震

発
生
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
、
思
川
の
河
川
敷

を
利
用
し
て
の
「
住
民
避
難
訓
練
」、
栃
木

県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓

練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

②
応
急
給
水
訓
練
の
実
施（
平
成
29
年
９
月
）

　
災
害
発
生
等
に
よ
る
水
道
水
の
断
水
時

に
、職
員
が
迅
速
に
応
急
給
水
活
動
を
行
い
、

速
や
か
に
市
民
へ
水
を
配
布
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
市
内
の
応
急
給
水
拠
点
出
張
所

の
一
つ
で
あ
る
、桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
マ

ル
ベ
リ
ー
館
）
に
組
立
て
式
給
水
タ
ン
ク
を

設
置
し
給
水
活
動
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

③
小
山
市
徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
事
業
所
と
の
協
定
締
結（
平
成
29
年
10
月
）

　
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
認
知
症
の
罹
患
率
が

増
加
し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

体
制
の
一
環
と
し
て
、
事
前
に
登
録
し
た
認
知

症
高
齢
者
が
徘
徊
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た

際
に
、
そ
の
情
報
を
関
係
機
関
に
知
ら
せ
、
早

期
発
見
お
よ
び
安
全
の
確
保
を
図
る
「
小
山
市

徘
徊
高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」に
、

新
た
に
33
事
業
所
と
協
定
を
締
結
し
、
よ
り
強

力
な
体
制
と
し
て
構
築
し
ま
し
た
。

④
四
世
代
家
族
き
ず
な
表
彰
事
業
（
平
成
29

年
11
月
）

　
少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進
む
中
に

あ
っ
て
、
市
内
の
多
世
代
で
同
居
し
て
い
る

家
族
、
そ
の
中
で
も
四
世
代
以
上
が
同
居
し

て
い
る
世
帯
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
家
族
の
良
さ
を
再
認
識
し

「
家
族
の
き
ず
な
」
を
よ
り
深
め
る
と
と
も

に
、
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る
さ
と
小
山
」
へ

の
誇
り
や
愛
着
を
育
み
、
定
住
促
進
の
機
運

を
高
め
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

⑤
家
庭
系
可
燃
ご
み
減
量
運
動
の
展
開
（
平

成
29
年
12
月
）



市役所新庁舎整備事業の建設工事請負契約の締結

Web口座振替受付サービスが始まります

Web口座振替受付のメリット
①書類の記入不要　②印鑑不要　③ネット上から24時間申込ができる　※口座振替開始までには、数日かかります
口座指定ができる金融機関
足利銀行・常陽銀行・筑波銀行・栃木銀行・群馬銀行・三井住友銀行・みずほ銀行・足利小山信用金庫・栃木信用金庫・
結城信用金庫・ゆうちょ銀行
受付　10/2㈫から受付開始（市のホームページから手続きができます）

　市税収納率向上のため、収納環境を整備し、納税機会の拡大、充実を図っています。すでに行っているコンビニ・
クレジット収納、ATM・インターネット・モバイルバンキング等での納付が可能となるペイジー収納に加え、口
座振替納付の推進を行っています。
　口座振替の申込みは、従来は書類を提出する方法だけでしたが、新たに加わる「Web口座振替受付サービス」
はパソコン・モバイル端末から簡単に手続きが出来るため、大変便利です。ぜひ、ご利用ください。

　平成32年度末までに現在地へ建替えを予定している市役所新庁舎整備事業に
ついて、6/28㈭付けで、下記の企業で構成される特定建設工事共同企業体と
建設工事請負契約を締結しました。現在、新庁舎の「基本設計」を進めています。

平成30年度小山市水防訓練
　小山市水防訓練は、水害を未然に防止し、被害を最小限にとどめるとともに、水防団員も兼ねる消防団員の水
防技術の向上と防災関係機関および地域住民と緊密な連携を図ることを目的に実施する訓練です。今回は、5/1
㈫に発足した大規模災害団員（事業所消防団員）および日本郵便㈱小山郵便局の参加、指定する自主防災会によ
る「災害時広域支援連携協定」に基づく市外避難所（結城市、栃木市、下野市、野木町）への住民避難も実施す
る予定です。訓練会場で、消防団（水防団）の頼もしい熱気を間近で感じてください。

広報小山 2018.8月号　₆

共同企業体名　戸田建設・久米設計・
　　　　　　　大森一級建築士事務所・板橋組・
　　　　　　　斉藤組・保坂建築事務所・
　　　　　　　荒川電気工業・ヒタチ設備
　　　　　　　特定建設工事共同企業体

業種 業者名 所在地

設計
㈱久米設計 東京都江東区

㈱大森一級建築士事務所 小山市若木町

建設工事

戸田建設㈱宇都宮営業所 宇都宮市

㈱板橋組 小山市城山町

㈱斉藤組 小山市大字飯塚

㈱保坂建築事務所 小山市大字横倉新田

電気設備工事 ㈱荒川電気工業 小山市大字中久喜

機械設備工事 ㈱ヒタチ設備 小山市駅東通り

日　　　　時　　9/1㈯　8:00 ～ 10:30
会　　　　場　　石ノ上河川敷広場・思川左岸堤防
参加機関数等　　小山市ほか25団体・約450人
そ　の　他　　訓練のほかに消防バイク、パトカー、
　　　　　　　　自衛隊車両の展示のほか、水防技術
　　　　　　　　製品等の展示も行います。また、炊
　　　　　　　　き出し訓練にて、調理した防災備蓄
　　　　　　　　食料の配布（試食）も行いますので、
　　　　　　　　ぜひ足をお運びください。

「わたしの市民便利帳2018」の発刊 問合せ内容 問合せ先
行政記事 市民生活課☎22–9248

配布 ㈱ゼンリン宇都宮営
業所☎028–635–7833

　官民協働事業により、市の行政情報と地域情報を掲載した「わたしの市民
便利帳2018」が完成しました。今月から順次、各ご家庭に配布します。

※このイメージ図は、事業者からの提案であり、
　この内容がそのまま設計案となるものではありません

問総合政策課本庁舎整備推進室
　☎22–9347

問納税課☎22–9443

問危機管理課☎39–6684
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建築物防災週間　8/30㈭～ 9/5㈬

♦市では、木造住宅の「耐震診断・耐震改修」の助成事業を実施しています。

問建築指導課☎22–9233

日頃から調査・点検をしましょう
○建築物の外壁は安全ですか ? ひび割れや浮き上がり、腐食等の点検
○火事の時、安全に避難できますか ? 廊下・階段・バルコニー等の点検、
　防火シャッターの下や防火戸のまわりの点検
○建築設備は安全ですか ? 換気設備・排煙設備・非常用照明・給排
　水設備等の点検
○エレベーター・エスカレーター等は安全ですか ? エレベーター等
　の日常の維持保全

次のような建物は、ぜひ耐震診断を !
●比較的古い建築物…昭和 56(1981)
　年以前の建築物、老朽化が著しい
●バランスが悪い建築物…1 階がピロ　
　ティである、大きな吹き抜けがある、
　壁・窓の配置が偏っている
●多数の人が利用する建築物…階数が 3
　以上で、延べ面積 1,000 ㎡以上

　市では、仕事と家庭生活を両立することができ、男女共に働きやすい環境づく
りに積極的に取組んでいる事業者を「小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者」
として認定し、雇用の分野における男女共同参画を推進しています。

【認定対象項目】
①仕事と家庭生活の調和を図るための取組　　②女性労働者の能力発揮を促進する取組
③地域における子育て、ふれあい活動等の地域貢献活動を推進する取組
　今年度、小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者として、次の 12 の事業者が新た
に認定され、6/23 ㈯に開催された男女共同参画フェアで、認定証交付式を行いました。

事業者名
株式会社板橋組 水戸証券株式会社小山支店 アクリーグ株式会社 第一生命保険株式会社

栃木支社小山営業オフィス

株式会社蔦工務店 北星商事株式会社 社会福祉法人くすの木会
特別養護老人ホームきぬの里 森永製菓株式会社小山工場

東京オート株式会社 坂本工業株式会社 KDDI 株式会社
小山テクニカルセンター 株式会社アスライブ

第 7 回  ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定  
問男女共同参画課☎22–8078

あなたの家の石塀・ブロック塀は安全ですか？
　6/18㈪に発生した大阪府北部を震源とする地震により、石塀やブロック塀が倒壊し、死傷者
が出るなど大きな被害が発生しました。あなたの家の石塀・ブロック塀の安全性について不安
をお持ちの方は建築指導課にお問合せください。
　なお、安全対策の詳細については市ホームページ　http://www.city.oyama.tochigi.jp/soshiki/52/209623.
htmlを併せてご覧ください。

小山市空き家バンク制度
～空き家を有効活用しませんか？～

問建築指導課空き家対策室☎22–9824

　空き家バンクとは売却や賃貸を希望する所有者から申し込みを受けた市内の空き家の情報を、本市に移住や定住
を希望している方や、市内在住で住み替えを希望している方などに、市がホームページ等で提供するシステムです。
①空き家を売りたい方、貸したい方　　　　　　　　　②空き家を買いたい方、借りたい方
③住み替え予定でマイホームを空き家にしたくない方　④空き家をお持ちで困っている方
以上に当てはまる方は、すぐに空き家対策室までご相談ください。

男女共同参画に関する標語と
写真の最優秀賞決定！

　このたび、男女共同参画社会の推進を図るため、多くの市民の関心と理解を
深めることを目的に、男女共同参画に関する「標語」と「写真」を募集したと
ころ、標語72点（38人）、写真15点（8人）の応募をいただきました。厳正な
る審査のうえ、選考された標語、写真それぞれ最優秀賞1点、優秀賞2点、入選
3点を6/ 23㈯に行われました男女共同参画フェアにおいて表彰しました。

問男女共同参画課☎22–8078

【最優秀賞】標語の部
「決めないで　違うからこそ　生まれる力」
※他の入賞作品は市ホームページで公開しています

【最優秀賞】写真の部
「とうちゃん、大好き！」
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白鷗大学市民開放講座（後期）受講生募集
～大学のキャンパスで生涯学習！～
　白鷗大学市民開放講座は、大学で行われる通常の授業を市民の皆さ
まに開放するもので、実際に学生たちと机を並べて学ぶことができま
す。また、より多くの皆さまに受講していただくために、割安な受講料となっています。幅広い科目を数多く用
意しましたので、皆さまの受講をお待ちしています。

期　間　9/21㈮～ H31.1/25㈮（本キャンパス・大行寺キャンパス）
会　場　白鷗大学本キャンパスおよび大行寺キャンパス
　　　　※本キャンパスには駐車場がありませんのでご注意ください
受講料　週1回講義科目（半期）＝1万円
　　　　週2回講義科目（半期）＝2万円
　　　　※受講決定後、大学から振込用紙が送付されます。教材代は含まれません
対　象　市内在住・通勤・通学者
定　員　各科目5人　※受講希望者多数の場合は先着順になります
科　目　教養、経営学部関連、法学部関連、教育学部関連科目（約100科目）
その他　①受講生には大学から受講許可証・聴講生証（IDカード）が交付されます。
　　　　②学内図書館、スクールバス（無料）が利用できます。
　　　　③開放科目の詳しい講義内容は、白鷗大学地域連携サポートセンター（☎20–8114）にお問合せください。
申込み　8/17㈮～ 31㈮に、住所・氏名・年齢・電話番号・希望科目を電話・ＦAX・ハガキまたは直接生涯学習課    
　　　　の窓口へ

問生涯学習課☎22–9665・FAX22–9696
〒323-8686　小山市中央町1–1–1

教養科目 歴史学、倫理学、美学、物理学、心理学、スペイン語、フランス語、中国語など

経営学部関連科目 銀行論、企業ネットワーク論、国際経営論、国際金融論、日本経営史など

法学部関連科目 行政法、地方自治法、民法（物権総論）、知的財産法、労働法など

教育学部関連科目 環境科学、生理学、体育・スポーツ経営学、スポーツ栄養学など

※上記は開放予定科目の一部です。開放科目は変更になることがあります。詳しくは、各公民館や図書館などに
配置してあるパンフレットをご覧ください

日　時　12/9 ㈰ 8:30 から開会式 ※ 小雨・小雪決行　
会　場　小山総合公園森のはらっぱおよび粟宮・間中方面
参加料　小・中学生 2,000 円、高校・一般および親子ペア 3,000 円 （申込み後は返金できません）
申込み　① 9/25 ㈫（消印有効）までに所定の申込書（振込取扱票）に必要事項を記入し、
　　　　　郵便局で支払うか、参加料を添えて市体育協会に持参（平日 9:00 ～ 17:00）
　　　　② 10/2 ㈫までにインターネット（スポーツエントリー・ランネット）で申込み
その他　①小山思川温泉の入浴割引券と小山シネマロブレ・小山シネマハーヴェスト（映画館）の
　　　　　割引利用券を参加者全員にプレゼントします。
　　　　②大会約 10 日前に郵送されるナンバーカードを必ず持参してください。（当日の受付はなし）
　　　　③ナンバーカードと併せて参加賞品も事前発送しますので、申込み後に住所を変更された方は、
　　　　　10/31 ㈬までにおやま思川マラソンエントリーセンター（☎ 048-778-5880）まで必ずご連絡ください。
　　　　④小山駅東口から会場までシャトルバスを運行しますのでご利用ください。

種別 対象者 距離 スタート

01

小学

親子ペア
（1･2 年生とその親）

2 ㎞

9:15

02 男　子 3･4 年生 9:3003 女　子
04 男　子 5･6 年生 9:4505 女　子
06 中学 男　子 全学年 3 ㎞ 10:1507 女　子

種別 対象者 距離 スタート
08 高校・一般

男　子
39 歳以下

5 ㎞ 10:10
09 一般 40 歳以上
10 高校・一般

女　子
39 歳以下

11 一般 40 歳以上
12 高校・一般

男　子
39 歳以下

10 ㎞ 10:00
13 一般 40 歳以上
14 高校・一般

女　子
39 歳以下

15 一般 40 歳以上

種目・スタート時刻等

第 41 回おやま思川マラソン大会 問（公財）市体育協会事務局
　（県立温水プール館内）☎30–5856
　ホームページ http://www.

osa.server-shared.com
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第65回市民文化祭
作品・出場者募集
展覧会・発表会名 開催期日・期間 規程 参加料等 申込先 その他

展

　示

工芸・
デザイン展 11/1㈭～４㈰

平面：50㎝×50㎝以内
立体：高さ150㎝、幅50㎝、奥
行30㎝以内　※1人2点まで

1点 
600円

10/10㈬までに
上野祐子☎38–2400

搬入＝11/1㈭9:00 ～ 
搬出＝11/4㈰16:00 ～

盆栽展 11/8㈭～ 11㈰
一般盆栽、松、真柏、雑木、小品、
山野草、水石　※細部について
の規定はなし

無料 9/30㈰までに
髙橋進☎24–0870 道の駅思川評定館で開催

絵画展 11/14㈬～ 18㈰
10号～ 30号　※参加資格：市内
在住者および通勤通学者・市内
在住者の指導を受講している者

1,000円 11/7㈬までに
榊原武二☎23–0469

搬入＝11/13㈫9:00 ～ 
搬出＝11/18㈰16:00 ～

写真展 11/23㈮～ 25㈰ サイズ：半切（A3ノビ可） 全紙
公開審査

1点 
1,000円

11/22㈭16時までに
大島玲子
☎090–4395–9859

搬入＝11/22㈭15:00 ～ 
搬出＝11/25㈰15:00 ～

華道展 11/24㈯～ 25㈰ 花席：間口90㎝、奥行75㎝、高
さ70㎝ 2,000円 8/31㈮までに

松本幸星☎27–9234
搬入＝11/23㈮13:00 ～ 
搬出＝11/25㈰16:00 ～

書道展 11/28㈬～
12/2㈰

縦：半切以内、額、軸（仮巻可）
横：半切１/ ２以内、額、色紙 1,500円 9/12㈬までに

倉持玄風☎27–0306
搬入＝11/28㈬9:00 ～ 
搬出＝12/2㈰16:00 ～

舞

　台

日本舞踊祭 11/10㈯
12:00 ～ 16:30

古典舞踊、端唄、小唄振り、その
他日本舞踊を基本とした創作舞踊

1人
15,000円

8/31㈮までに
藤間多嘉志☎27–8473

新舞踊祭 11/11㈰
10:30 ～ 15:00 1曲5分以内 無料 9/1㈯までに

亀田光子☎27–2629

音楽祭 11/17㈯ 
12:30 ～ 16:30

合唱、合奏 
※8分以内。マイク、アンプ類の
使用不可

1団体 
10,000円

8/31㈮までに
諸澤真理子
☎090–7724–7373

20人以上の場合 
1人につき200円追加

洋舞祭 11/18㈰ 
13:00 ～ 16:00

ダンス(フラ・社交・手話・ヒップ
ホップ・ベリー・アフリカン・モ
ダンジャズ・フォーク）、バレエ(ク
ラシック・モダン)、フラメンコ

1団体 
7,000円

9/15㈯までに
小貫廣☎23–5969

吟詠剣詩舞祭 11/23㈮ 
13:00 ～ 16:30

個人：絶句、または和歌（2分以内）
団体：5人以上（10分以内） 2,000円 9/15㈯までに

川村一然☎22–1812

邦楽祭 11/25㈰ 
12:30 ～ 17:00

琴、三味線、尺八などの日本伝統
音楽を愛好する団体または個人

1団体 
15,000円

8/31㈮までに
丹野井成寿☎23–0811

歌謡祭 12/1㈯ 
9:30 ～ 17:00

出演者本人が連絡（申込時に曲
目・歌手名・住所・氏名・電話番号）

2コーラス 
3,000円

9/30㈰までに
大山好一☎37–0141 参加料は当日受付で

参加資格　市内在住・通勤通学者
会場　　　文化センター大ホール・小ホール・
　　　　　ギャラリー、中央公民館、道の駅思川小山評定館
問合せ　　各申込先まで

●芝生墓地
申込資格　　小山市に引き続き1年以上住所があり、住民
　　　　　　登録している方
募集基数　　10 基（※ 応募多数の場合は抽選になります）
永代使用料　461,000 円　年間管理料　5,400 円
※ 芝生墓地の一般募集は今年度が最後となります
●合葬式墓地
　一つのお墓に多数の焼骨を一緒に埋蔵（合葬）するお墓
です。
申込資格　　次の①②を満たす方
①小山市に引き続き1年以上住所があり、住民登録している方
②自分または自分ともう1人分のお墓として使用したい
　65 歳以上の方
募集内容・使用料（※ 応募多数の場合は抽選になります）

墓園やすらぎの森墓地の使用者募集
●芝生墓地および合葬式墓地へ埋蔵（納骨）でき   
　る焼骨の範囲
○配偶者（妻または夫 )　　○血族 3 親等以内
○姻族 2 親等以内　　　　 ○養父母、養子
申込方法・締切　官製はがき、8/31㈮当日消印有効
申込み先　小山市役所環境課（〒 323-8686 住所不要）

募集数 利用者区分 使用料
1体用
10体

自分のお墓として使用したい方
（65歳以上の生前申込み） 75,000円

2体用
10組20体

自分ともう1人分のお墓として使用
したい方（65歳以上の生前申込み）150,000円

問環境課☎22–9284

　　
〒 323-8686
小山市役所環境課

①住所
②氏名
③電話番号
④「 芝 生 墓 地 募
集」または「合葬
式墓地募集（1 体
用 ま た は 2 体 用
どちらかの希望
を記入）」
をお書きください

62 円
切手

官製はがきの記載例
※ 両方の墓地に
応募することは
できません
※ 応募は同一世
帯につきはがき1
枚になります
※ 改葬、有骨者
については随時
受付中です

おもて うら

問文化振興課☎22–9694
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◆ジェネリック医薬品を利用しましょう！～国の目標使用率は 80％～
小山市国民健康保険からのお知らせ医療費削減のために

　　　今日からできること

≪ジェネリック医薬品とは≫　患者さんのお薬代の負担を軽くするお薬です
　ジェネリック医薬品に変えられるお薬が処方されている方に「ジェネリック医薬品使用促進の
お知らせ」を送付しています。受け取られた方は、この機会にぜひ一度、ジェネリック医薬品の
利用について、ご検討ください。

◆柔道整復のかかり方
　整骨院や接骨院で柔道整復師が行う施術については、健康保険の対象にならないものがあります。
施術を受ける前にしっかりと確認し、国民健康保険を正しく使いましょう。
●健康保険の対象となるケース
・急性または亜急性で原因がはっきりしている外傷
性の負傷（ねんざ、打撲、挫傷（肉離れ）、骨折、脱臼）
※ 骨折・脱臼に対する施術については、医師の同意が必要

●健康保険の対象とならないケース
・単なる肩こりや筋肉疲労、内科的要因によるもの、同時に病院で治療中の負傷
・労災保険が適用になる仕事中・通勤中の負傷、小山市国保に未届の交通事故が原因の負傷

●柔道整復師の施術を受けるときの注意点
①負傷原因を正しく伝える
②療養費支給申請書の内容をよく確認し、自分で署名する
③領収書を受け取る
④施術が長期にわたる場合は、医師の診察を受ける

●柔道整復師の施術を受けられた方へ　～アンケートにご協力ください～
　柔道整復師の施術を受けられた方の中から、無作為に抽出した方へアンケートをお送りしています。アンケー
トが届いた方は、必要事項をご記入の上、国保年金課にご返送ください。よろしくお願いします。

　CKD とは“Chronic( 慢性 )　Kidney( 腎臓 )　Disease( 病 )”の略です。1 つの病気を表す病名ではなく、
腎機能が慢性的に低下している状態を指す総称です。腎機能の低下や尿たんぱくなどが 3 カ月以上にわたって確
認されると、CKD と診断されます。慢性糸球体腎炎や腎硬化症、糖尿病性腎症など、慢性的に経過する腎臓病が
原因となり、今や成人の 8 人に 1 人が CKD とも言われています。

ご存知ですか ?「慢性腎臓病（CKD）」

腎臓の役割って ?
①血液をろ過して、老廃物を尿として体外に排出、②血圧のコントロール
③体の水分・塩分・体液量などを調整、④骨・血圧・血液を正常に保つホルモンの分泌
どうしてCKDになるの
　CKDの発症には、好ましくない生活習慣の積み重ねが大きく影響しています。これらによって糖尿病や高血圧
などの生活習慣病や、メタボリックシンドロームになると、腎機能の低下を加速させます。

早期発見が大切！定期的に健康診断を受けましょう
　小山市の基本健診では、検査項目にeGFR（推算糸球体ろ過量）が取り入れられています。これは、腎臓にど
れくらい老廃物を尿へ排泄する能力があるかを示しています。毎年忘れずに、健康診断を受けましょう。

生活習慣を改善してCKD予防
【食生活】①主食・主菜・副菜をバランスよく、②塩分・脂質のとりすぎに気をつける、③お酒は適量を守る
【生活習慣】①適度な運動を行いましょう、②睡眠・休養をとり、疲れやストレスをためない、③たばこは吸わない

問国保年金課☎ 22‒9415

「プレミアム付き開運小山市共通商品券」取扱加盟店募集
問小山商工会議所☎22‒0253
　間々田商工会☎45‒0261
　小山市美田商工会☎37‒0631
　桑絹商工会☎22‒4523
　商業観光課☎22‒9275

資　格　下記の①を満たしているとともに、②または③のいずれかを満たす事業者
　　　　①個人事業主の場合は当該事業主の小山市個人市民税に、法人の場合
　　　　　は当該法人の小山市法人市民税に、それぞれ滞納がないこと
　　　　②市内に本店を置く、資本金5,000 万円以下の事業所
　　　　　（ただし、卸・小売業は店舗売場面積が1,000 ㎡以下）
　　　　③上記以外で小山商工会議所および各商工会の会員
参加料　上記②：商工会議所・各商工会　会員2,000円、非会員15,000円
　　　　上記③：大規模小売店舗で店舗面積5,000㎡以上　50,000円
                        　　　   　　　　　　　   1,000㎡以上5,000㎡未満　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   その他の事業所　8,000円
申込み　8月1日㈬～ 31日㈮までに、参加料を添えて、小山商工会議所または各商工会へ

小山市国保の加入者のジェネリック医薬品の使用率は 76.4％（平成 30 年 4 月調剤分）です。

問健康増進課☎22‒9520
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「野球の聖地　小山　野球の日」記念イベント
　市では、平成26年に県内初のスポーツ都市宣言をしましたが、特に野球は盛んで
学童野球から中学・高校・大学まで世代を超えた盛り上がりを見せています。一方、
これまで多くのプロ野球選手も輩出しており、平成28年には栃木県民球団栃木ゴールデンブレーブス（栃木GB）が
小山を本拠地として誕生し、市民一体となって応援しています。そこで、小山ブランドのさらなる全国発信とスポー
ツツーリズムを通した地方創生の促進を目的に「野球の聖地　小山　野球の日」記念イベントを開催します。

四世代以上の同居家族を表彰します
　四世代以上で同居している市内在住の家族について、家族の良さや大切さを認識し家族のきずなを深める機会
とするとともに、「ふるさと小山」への愛着を育むことを目的として、表彰事業を行います。表彰を希望するご
家族は下記のとおり申請してください。
【対象家族】※次の①～④すべての要件を満たす家族
①四世代以上の親族で構成され、全員が小山市住民基本台帳法に登録されている家族
②9/1㈯の基準日において、市内の同一家屋に1年以上（満1歳未満の子は出生時から）
　居住している家族
③家族全員の、市税および介護保険料に未納がない家族
④この表彰を受けたことがない家族
※同一敷地内の別棟に居住している場合や、施設入所や進学等のため実際には居住実態が
ない場合は対象とはなりませんのでご注意ください
【表彰】
　11/11㈰に開催される「第33回健康都市おやまフェスティバル」において、表彰状およ
び記念品の贈呈を行います。
【申請方法】
　住民基本台帳において、同一世帯に四世代以上が登録されているご家族には、順次、案内通知を送付します。
ただし、四世代以上で同居されていても、複数世帯として登録されているご家族の場合は、案内通知が届きませ
んのでご希望のご家族は地域包括ケア推進課までご連絡ください。要件をご確認のうえ、8/13㈪～ 9/14㈮まで
に申請書等に必要事項を記入し、地域包括ケア推進課に提出してください。

問地域包括ケア推進課
☎22–9625

問生涯スポーツ課☎21–2695

時間 会場 内容

9:30 ～ 12:30 白鷗大学野球場 ●小山高校創立100周年記念　親善試合(9:30プレイボール）
・小山高校×栃木高校

15:00 ～ 21:00 小山運動公園

●栃木GB小山市民Day
・栃木GBホームゲーム(18:00プレイボール）小山市民Day
・小山市プロモーション（15:00 ～）
・アトラクション　
・各種イベントブースの出店　ほか

時間 会場 内容
9:00 ～ 12:00 小山運動公園野球場 ●エンジョイBaseBall（事前申込終了）
17:45 ～ 20:30 市立文化センター ●小山市野球サミット（事前申込終了）

●8/9㈭イベント

渡良瀬遊水地コウノトリ写真展
～コウノトリ「ひかるくん」特集～
　渡良瀬遊水地第2調節池内に国土交通省の許可を得て初めて設置した人工巣
塔で巣作りに励み、今年の2/17㈯以降、長期滞在しているコウノトリ「ひか
るくん」を特集した写真展を開催します。
日　時　8/11㈯～ 19㈰9:00 ～ 19:00
会　場　道の駅思川　小山評定館（※入場無料）
その他　文化センターでのロビー展（8/25㈯）・生井公民館での巡回展（9月
　　　　上旬）も実施します。
　　　　多くの皆さまのご来場をお待ちしています。

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22–9354

人工巣塔で巣作りに励む
コウノトリ「ひかるくん」

●8/10㈮イベント
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第14回寺野東遺跡縄文まつり

日　時　8/25㈯9:00開始
会　場　おやま縄文まつりの広場（寺野東遺跡・梁2075-4）
内　容　○難しいけど挑戦！火おこし体験　○縄文の森で弓矢体験
　　　　○自分だけの宝物！まが玉づくり
　　　　○あなたも縄文人！縄文服の試着体験
　　　　○小学・義務教育学校4 ～ 6年生限定企画！水場遺構で魚すくい
　　　　○健康推進プログラム　○ニュースポーツ体験
　　　　○豪華賞品が当たるかも?!大抽選会
　　　　○地元サークルによるステージ発表　○焼きそばなどの模擬店販売

問文化振興課☎22–9668

　今年も「おやま縄文まつりの広場」で、楽しい体験盛りだくさんのお祭りを開催します。
ほんものの遺跡の上で、縄文人になってみましょう！

　全国有数の産地である小山産ビール麦を使用した美味しいビールをご堪能ください！
会場では、小山産の農畜産物を使用したおつまみもご用意します。
ソフトドリンクの販売もありますので、ご家族でもお楽しみいただけます。
日　時　8/25㈯12:00 ～ 18:00、8/26㈰12:00 ～ 17:00　※雨天決行
会　場　小山御殿広場（小山市役所北側）
料　金　○前売り券（ビール3杯分）：1,000円　○当日券（ビール1杯分）：400円
前売り券販売場所　（一社）小山市観光協会（おやま本場結城紬クラフト館）、
　　　　　　　　　道の駅思川、まちの駅思季彩館、リングジョイ、
　　　　　　　　　小山商工会議所、間々田商工会、桑絹商工会、小山市美田商工会など
※注意※
●飲酒運転は法律により禁止されています。車を運転してお帰りの方は飲酒できません
●前売券の払い戻しは、主催者都合による中止の場合のみ行います

第7回小山の日本一ビールまつり 問（一社）小山市観光協会☎30–4772

環境都市宣言10周年記念式典

日　時　8/25㈯13:30 ～ 16:30（開場13:00）
会　場　文化センター大ホール ※申込み不要 、入場無料（自由席）
内　容　○環境配慮団体等の表彰 ○環境取組事例発表
　　　　○渡良瀬遊水地体験学習による小学生壁新聞コンクール表彰
　　　　○講演会「日本野鳥の会会長 柳生 博氏 スペシャルトーク」
　　　　　～コウノトリの野生復帰から見る
　　　　　　　　　　　　渡良瀬遊水地周辺の豊かな自然との共生～

問環境課☎22–9288

　小山市が平成20年6月に環境都市を宣言し、今年で10年を迎えることから記念式典を開催します。環境配慮の
取組を知っていただくとともに、自然との共生を考えるこの機会にぜひご参加ください。

小山市シルバーカー購入費助成金交付
交付対象　　①高齢者が外出時に用いる四輪以上の手押し車で、歩行の補助、品物の運搬および休息に用いるもの
　　　　　　②ＳＧ基準適合商品またはこれに準ずるもの
交付対象者　要介護認定において、要支援1･2、要介護1･2の方で下記の①～③のいずれにも該当する方
　　　　　　①シルバーカーを購入する日において65歳以上の方
　　　　　　②歩行の際に杖等の補助を必要とする方
　　　　　　③市税に滞納がない方
助成金　　　購入費の2分の1で、限度額6,000円
　　　　　　※平成30年４月１日以後に購入したシルバーカーが対象
　　　　　　※交付対象者１人につき、助成金の対象となるシルバーカーは１台のみ

問地域包括ケア推進課
　☎22–9617

　小山市では、高齢者の健康の保持および増進のために、シルバーカーの購入費の一部助成を始めました。

環境都市宣言記念式典(平成20年6月）



関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する 4 県 3 市 2 町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

問秘書広報課☎22–9353

古河市（茨城県） 夢あんどんと夕涼み

　古河の夏の風物詩。水辺
に浮かぶ約800基のあんど
んが夏の夜を柔らかく照ら
します。
期間　8月14日㈫・15日㈬
　　　18:00 ～ 21:00
会場　古河歴史博物館周辺
問古河歴史博物館☎0280–22–5211

野木町（栃木県） 第9回野木町ふれあい夏祭り

　つなぐ文化・ふれあう心・支えあ
う力。お囃子演奏や模擬店、スタ
ンプラリーなど盛りだくさんのコー
ナーを用意してお待ちしています。
ぜひご来場ください。
期間　8月25日㈯ 17:00 ～ 20:30
会場　野木町公民館前駐車場
　　　※雨天時、野木町体育センター
問野木町生涯学習課☎0280–57–4188

栃木市（栃木県） 渡良瀬遊水地フェスティバル
2018

　ロードバイク、スカイダイビ
ング、熱気球、グライダー、ウ
ルトラライトプレーン、ヨット、
カヌー、Ｅボートなどの体験搭
乗やデモンストレーションなど、
ご家族みんなで遊水地の魅力を満喫しましょう！
日時　9月2日㈰ 9:30 ～ 16:00　※荒天中止
会場　谷中湖北ブロック子供広場ゾーン
問渡良瀬遊水地フェスティバル実行委員会（栃木市
遊水地課内）☎0282–62–0919

加須市（埼玉県） 第9回全国女子硬式野球ユース
大会開催

　加須市では、2010年の第
1回全国女子硬式野球ユース
選手権大会を開催して以来、
毎年夏に全国のU–18の選手
を対象とした大会が開催さ
れます。女子高校球児の熱い戦いをお見逃しなく。
大会期間　8月17日㈮～ 22日㈬
大会会場　加須きずなスタジアム（開会式会場）
　　　　　田ケ谷サン・スポーツランド野球場
開会式日時　8月17日㈮ 8:30から
問加須市役所スポーツ振興課☎0480–62–6123

自転車で渡良瀬遊水地の周遊や町内探訪をしてみませんか？
受付はわたらせ自然館（板倉町大字海老瀬4641-1）です。
利用時間　9:00 ～ 16:30
利用料金　大人1日600円、4時間以内400円／子ども1日300円、4時間以内200円
貸出台数　大人用42台(うち幼児用いす付3台) ／子ども用20台
休館日　月曜日・火曜日・祝日の翌日　　問わたらせ自然館☎0276–82–1935

板倉町（群馬県） 板倉町レンタサイクルセンターをご利用ください
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雑がみは「紙・布類」の日に出しましょう！
☆雑がみとは・・・お菓子やタバコなどの空き箱、トイレットペー
パーやラップなどの芯、ティッシュの箱や牛乳パックなどのことで
す。そのほかには、紙製トレイ、名刺、包装紙などが該当します。
このような紙類を「可燃ごみ（燃やすごみ）」の日に出していません
か？これらは大切な資源です。雑誌等の間に挟むか、手提げ部分が
紙の紙袋や封筒などに入れて「紙・布類」の日に出しましょう！

問環境課☎22–9286

雑がみは（袋か
ら出ないよう
にひもでしばっ
て）紙袋に入れ
て出せます

平成30年7月豪雨災害義援金の受け入れ 問出納室☎22–9453
　平成30年7月豪雨により被害を受けた被災地への義援金の受け入れを行っています。
●窓口での受け入れ（8月31日㈮まで）
　時間・場所：①平日8:30 ～ 17:15▶出納室（小山市役所本庁1階）、福祉課（保健・福祉センター 1階）
　　　　　　　　　　　　　　　　　市内各出張所（小山城南出張所は月曜休館）
　　　　　　　②火曜日・木曜日の17:15 ～ 19:00▶市民課
　　　　　　　③土曜日・日曜日の8:30 ～ 17:15▶市民課、小山城南出張所　※祝日の受け入れはできません
　受け入れ方法：窓口での現金受け入れ
●募金箱の設置（8月31日㈮まで）
　場所：市民課、福祉課、市内各出張所（小山城南出張所を除く）、小山城南市民交流センター



小
山
市
立
図
書
館
の
誕
生

　
図
書
館
開
館
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
、

老
朽
化
し
た
公
民
館
の
建
替
と
市
立
図
書
館
の

建
設
を
望
む
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
た
く
さ

ん
の
声
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
公

民
館
の
よ
う
な
会
議
室
や
舞
台
だ
け
で
な
く
、

音
響
設
備
の
あ
る
ホ
ー
ル
や
図
書
館
の
機
能
を

合
わ
せ
も
つ
複
合
施
設
の
建
設
が
決
ま
り
、
昭

和
53
（
１
９
７
８
）
年
、
小
山
市
中
央
市
民
会

館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
同
年
８
月
１
日
、
市
民
会
館
の
最
上
階
に
開
館

し
た
市
立
図
書
館
は
、
図
書
資
料
の
貸
出
・
返
却

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
向
け
の
「
お
は
な
し
会
」、

施
設
か
ら
離
れ
た
地
域
の
た
め
の
車
両
に
よ
る
移

動
図
書
館
の
巡
回
、
身
体
障
害
者
へ
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス
、
地
区
の
公
民
館
図
書
室
へ
の
配
本
な
ど
を

実
施
し
た
ほ
か
、
図
書
館
の
資
料
や
場
所
を
利
用

し
て
活
動
す
る
読
書
会
、
朗
読
会
、
点
訳
会
、
お

は
な
し
の
読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど
の
団
体
づ
く
り

に
も
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
方
の
図
書
館
利
用

に
努
め
ま
し
た
。

小
山
市
立
中
央
図
書
館
の
開
館

　
図
書
館
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
で
、
蔵
書
数

や
種
類
、
閲
覧
室
や
視
聴
覚
資
料
、
子
ど
も
向

け
の
企
画
へ
の
要
望
も
増
え
、
今
度
は
市
民
会

館
の
よ
う
な
複
合
施
設
で
は
な
く
、
単
独
の
大

き
な
図
書
館
を
望
む
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
市
立
図
書
館
の
開
館
か
ら
10
年
を

過
ぎ
た
こ
ろ
、
独
立
図
書
館
建
設
の
検
討
が
は
じ

ま
り
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
４
月
22
日
、
児

童
開
架
室
や
視
聴
覚
ホ
ー
ル
、
地
下
書
庫
を
備
え

た
中
央
図
書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。「
本
の
森
」
と

い
う
考
え
で
蔵
書
数
を
重
視
し
、
机
や
椅
子
は
最

小
限
の
設
置
で
し
た
が
、
開
館
後
は
、
閲
覧
や
個

人
学
習
を
望
む
多
く
の
市
民
の
声
に
応
え
て
、
少

し
ず
つ
机
や
椅
子
の
数
を
増
や
し
、
２
階
の
第
２

集
会
室
を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
祝
日
に
も
開
館
し
、
閉
館
時
間
を
18
時
か

ら
19
時
に
延
長
し
ま
し
た
。

市
民
と
歩
み
つ
づ
け
る
図
書
館

　
図
書
館
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
開
始
、
そ
の
２
年
後
に
は
農
業
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
も
は
じ
め
、
情
報
発
信
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
、
書
架
整
理
や
本
の
修
理
を
す
る
お
手
伝
い

の
ほ
か
、
市
が
実
施
す
る
９
か
月
検
診
で
、
図

書
館
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
へ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
「
絵
本
と
こ
ん
に
ち
は
事

業
」
の
補
助
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
と
し
て
、
中
央
図
書
館
の
ほ
か
、

「
市
民
会
館
に
も
図
書
館
を
残
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
要
望
に
よ
り
規
模
を
縮
小
し
た
小
山
分
館

を
は
じ
め
、
市
内
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
間
々

田
・
桑
・
城
南
）
に
も
、
間
々
田
分
館
・
桑
分
館
・

城
南
配
本
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の

公
民
館
図
書
室
・
配
本
所
、
移
動
図
書
館
の
巡

回
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
は
０
歳
か
ら
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
成

で
き
る
た
め
、
ご
家
族
の
方
が
赤
ち
ゃ
ん
の
分

も
カ
ー
ド
を
作
り
、
利
用
し
て
い
ま
す
。
０
歳

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
の
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

を
尊
重
し
、「
豊
か
な
人
と
地
域
を
創
る
図
書
館
」

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
と
歩
む
図
書
館
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

小
山
市
立
中
央
図
書
館
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○188

市
立
図
書
館
開
館
40
周
年

　ー
市
民
と
歩
む
図
書
館
づ
く
り
ー

　
皆
さ
ま
は
市
内
の
図
書
館
、
博
物
館
、
美
術
館
、
文
書
館
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
要
望
に
応
え
、
栃
木
県
内
の
市
町
で
初
め
て
、
こ
れ
ら
す
べ

て
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
最
初
に
誕
生
し
た
図
書
館

は
今
年
で
40
周
年
。「
図
書
館
の
あ
ゆ
み
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小山市立図書館のあゆみ
昭和 53（1978）年 17 月　中央市民会館落成・式典挙行
昭和 53（1978）年 18 月　市立図書館開館
昭和 55（1980）年 16 月　おはなし会開始
昭和 56（1981）年 14 月　移動図書館巡回開始（開設場所・15か所）
昭和 59（1984）年 14 月　身体障害者への宅配サービス開始
平成 14（1992）年 19 月　（仮称）小山市立中央図書館竣工
平成 15（1993）年 14 月　小山市立中央図書館開館記念式典挙行
平成 15（1993）年 14 月　小山市立中央図書館及び小山分館開館
平成 12（2000）年 11 月　中央図書館の祝日開館・開館時間延長開始
平成 17（2005）年 10 月　ビジネス支援コーナーを開設
平成 19（2007）年 17 月　農業支援サービス事業開始
平成 21（2009）年 14 月　間々田分館開館
平成 28（2016）年 14 月　桑分館開館　
平成 28（2016）年 11 月　中央図書館に ICゲート・自動貸出機を設置
平成 30（2018）年 18 月　市立図書館開館 40周年

現在の中央図書館（平成 5年開館）中央市民会館（昭和 53年当時）
最上階に図書館（現・小山分館）



●
イ
ベ
ン
ト

８
月
天
体
観
望
会
「
ヘ
ル
ク
レ
ス
座
を

見
つ
け
よ
う
～
土
星
を
見
よ
う
～
」

日
時
　
８
／
11
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館

※
曇
り
・
雨
の
場
合
中
止
。
当
日

11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐
車
場

で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

豊
田
盆
踊
り
大
会

日
時
　
８
／
18
㈯
17
時
～
19
時
15
分

会
場
　
豊
田
中
学
校
校
庭

内
容
　
盆
踊
り
・
お
は
や
し
・
模

擬
店
　
※
雨
天
時
体
育
館

問
豊
田
出
張
所
☎
�
１
０
０
２

ほ
っ
し
ー
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
号
天
体
観
望
会

日
時
　
８
／
25
㈯
19
時
～
20
時
半

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
多
目
的
広
場

※
曇
り
・
雨
の
場
合
、
多
目
的

ホ
ー
ル
で
講
義

対
象
　
市
内
在
住
の
方
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
無
料
。
申
込
み
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

小
山
市
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

日
時
　
８
／
26
㈰
14
時
～
16
時

会
場
　
同
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ゲ
ー
ム
盛
り
だ
く
さ
ん
。

参
加
者
に
カ
キ
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
（
幼
児
は

保
護
者
同
伴
）

※
参
加
無
料
。
申
込
み
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

第
６
回
小
山
市
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
　
９
／
29
㈯
９
時
半
～
15
時

（
受
付
９
時
か
ら
）

会
場
　
県
立
県
南
体
育
館

※
参
加
無
料
。
申
込
み
不
要
。

運
動
が
で
き
る
服
装
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
持
参

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

●
夢
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

募
集
（
９
／
２
㈰
▼
ピ
ア
ノ
が
弾

け
る
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
・

通
勤
・
通
学
者
優
先
▼
先
着
30
人

▼
１
人
１
組
８
分
以
内
▼
無
料
▼

申
込
み
：
８
／
17
㈮
～
24
㈮
）

●
週
末
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ
ブ

in
小
山
２
０
１
８
（
９
／
23
㈰
19

時
開
演
▼
全
席
指
定
３
千
500
円
）

●
落
語
会
「
林
家
正
蔵
独
演
会
」

（
10
／
８
㈪
14
時
開
演
▼
４
千
300
円
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
大
ホ
ー
ル

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

●
結
城
市
情
報

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
競
技
別

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

　
今
年
10
月
開
催
の
福
井
国
体
へ

の
出
場
チ
ー
ム
を
決
め
る
「
第
73

回
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
」
を
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
８
／
25
㈯ 

・
26
㈰

会
場
　
か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館

競
技
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
女
子

問
結
城
市
国
体
推
進
室

☎
０
２
９
６
�
６
５
３
０

●
ス
ポ
ー
ツ

初
心
者
向
け
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
座

日
時
（
会
場
）
　
①
８
／
６
㈪
９

時
半
～
11
時
半
（
し
ら
さ
ぎ
館
多

目
的
ホ
ー
ル
２
・
３
）
、
②
８
／

17
㈮
10
時
～
正
午
（
大
谷
公
民
館

第
一
研
修
室
）
、
③
８
／
22
㈬
９

時
半
～
11
時
半
（
市
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
小
体
育
館
）
、
④
８
／

23
㈭
９
時
半
～
正
午
（
市
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
小
体
育
館
）
、
⑤

８
／
27
㈪
19
時
～
21
時
（
大
谷
公

民
館
第
一
研
修
室
）

※
参
加
無
料
。
当
日
会
場
受
付

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

第
１
回
短
期
体
操
教
室

日
時
　
９
／
７
㈮
・
14
㈮
・
21
㈮

①
４
歳
～
６
歳
の
部
15
時
～
15
時
50
分

②
小
学
１
・
２
年
生
の
部
16
時
～
17
時

会
場
　
県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

定
員
　
各
部
門
先
着
20
人
（
多
数

時
抽
選
）

内
容
　
低
鉄
棒
、
マ
ッ
ト
運
動
、

跳
び
箱

申
込
み
　
８
／
８
㈬
～
24
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
（
２
千

円
）
を
添
え
て
市
体
育
協
会
事
務
局

問
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
�
５
８
５
６

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
８
㎞

日
時
　
９
／
９
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
大
平
下
駅
（
東
口
）
集

合
→
池
上
→
清
水
寺
（
休
憩
）
→

戸
長
屋
敷
・
民
族
資
料
館
→
ぶ
ど

う
団
地
（
片
岡
）
→
中
根
→
大
平

下
駅
（
東
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

第
２
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
９
／
13
㈭
～
11
／
22
㈭

（
毎
週
木
曜
日
全
10
回
）
17
時
半

～
18
時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
身

長
120
㎝
以
上
）
40
人
　
※
抽
選

内
容
　
水
な
れ
か
ら
バ
タ
足
、
ク
ロ
ー
ル

申
込
み
　
８
／
30
㈭
17
時
～
17
時

半
に
参
加
料
（
３
千
200
円
）
を
添

え
て
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
同
館
☎
�
４
６
１
７

秋
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
９
／
３
㈪
・
７
㈮
・
10

㈪
・
14
㈮
・
21
㈮
・
28
㈮
、
10
／
１

㈪
・
５
㈮
（
全
８
回
）
10
時
～
正
午

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
　
先
着
35
人
程
度

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
与
有

り
）
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

申
込
み
　
８
／
20
㈪
10
時
～
10
時

半
に
参
加
料
（
５
千
円
）
を
添
え

て
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
会
議
室

問
小
山
テ
ニ
ス
協
会
・
工
藤

☎
０
９
０
・
１
４
３
５
・
７
５
１
７

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
９
／
７
㈮
・
14
㈮
・
21
・

28
㈮
（
全
４
回
）
10
時
～
正
午

会
場
　
県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員
　
市
内
在
住
・
先
着
10
人

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
料

申
込
み
　
８
／
６
㈪
～
31
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
（
千
円
）

を
添
え
て
市
体
育
協
会
事
務
局

問
小
山
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
・
伊
澤
☎
�
７
８
０
３

小
山
市
総
合
競
技
選
手
権
大
会
兼

市
長
杯
争
奪
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会

期
日
　
９
／
19
㈬
※
雨
天
時
20
㈭

会
場
　
小
山
総
合
公
園
内
森
の
は
ら
っ
ぱ

参
加
費
　

500
円
（
当
日
徴
収
）

部
門
　
①
一
般
男
性
の
部
、
②
一

般
女
性
の
部
、
③
ゴ
ー
ル
ド
の
部

（
80
歳
以
上
）

定
員
　
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
登
録
者
お
よ
び
市
内
在

住
者
・
各
部
門
合
計
で
先
着
30
人

申
込
み
　
８
／
６
㈪
～
28
㈫
の
平

日
８
時
半
～
17
時
に
市
体
育
協
会

事
務
局
☎
�
５
８
５
６

問
小
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
青
柳

☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

●
お
知
ら
せ

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念

の
黙
と
う
を

日
時
　
①
８
／
６
㈪
８
時
15
分
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②
８
／
９
㈭
11
時
２
分

内
容
　
広
島
・
長
崎
で
被
爆
73
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
原
爆
死

没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久
平
和

の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
、
家
庭

や
職
場
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
８

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
・
・
・
、
そ
の
想
い
を
わ

か
ち
あ
え
る
会
で
す
。

日
時
　
８
／
21
㈫
14
時
か
ら

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
不
要

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

【
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
対

象
】
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

●
無
料
経
営
相
談
サ
テ
ラ
イ
ト

毎
週
土
曜
日
10
時
～
18
時
半
▼
中

央
図
書
館
第
１
集
会
室
▼
経
営
の

お
悩
み
な
ん
で
も
相
談
▼
無
料
▼

何
回
で
も
相
談
可

●
す
ぐ
に
使
え
る
！
ビ
ジ
ネ
ス

実
践
講
座
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
」

毎
週
土
曜
日
16
時
～
17
時
半
▼
中

央
図
書
館
第
１
集
会
室
▼
テ
ー
マ

を
絞
り
込
ん
だ
、
実
践
的
な
内
容

▼
各
回
10
人
▼
無
料

申
込
み
　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

☎
０
２
８
・
６
７
０
・
２
６
１
８

小
山
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂

　
水
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
・

県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、

想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
洪
水
に

よ
る
浸
水
想
定
区
域
が
公
表
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
行
の
小
山

市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
に
配
布
し
ま
す
。
ま

た
希
望
者
に
は
、
建
設
政
策
課
・

危
機
管
理
課
・
各
出
張
所
で
配
布

し
ま
す
。

問
建
設
政
策
課
☎
�
９
３
２
８

市
県
民
税
年
金
特
別
徴
収
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
訂
正

　
６
／
11
付
で
対
象
者
宛
て
お
送

り
し
た
「
65
歳
か
ら
、
市
県
民
税

の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
差
引
き
）
が
始
ま
り
ま
す
」
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
記
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

訂
正
箇
所
　
裏
面
（
例
）
公
的
年

金
に
か
か
る
市
県
民
税
の
徴
収
の

流
れ
に
つ
い
て
　
中
段

（
誤
）
　
来
年
度
　
平
成
30
年
４

月
分
　
平
成
31
年
２
月
分

（
正
）
　
来
年
度
　
平
成
31
年
４

月
分
　
平
成
32
年
２
月
分

問
市
民
税
課
☎
�
９
４
２
４

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

　
後
納
制
度
と
は
時
効
で
納
め
ら

れ
な
い
保
険
料
を
５
年
前
ま
で

遡
っ
て
納
め
ら
れ
る
制
度
で
す
。

制
度
の
利
用
で
、
年
金
受
給
資
格

期
間
が
満
た
さ
れ
受
給
で
き
る
場

合
や
、
将
来
受
け
る
年
金
が
増
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
９
月
で
後
納
制
度
は
終
了

で
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

　
栃
木
年
金
事
務
所

☎
０
２
８
２
�
４
１
３
１

●
募
集

市
営
住
宅
の
入
居
者

　
市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
者
／
現

に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
方
／
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
が
一

定
基
準
以
下
の
方
／
地
方
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
方
／
暴
力
団
員
で

な
い
方
　
※
そ
の
他
資
格
や
応
募

箇
所
に
つ
い
て
は
要
問
合
せ

申
込
み
・
問
　
８
／
６
㈪
～
24
㈮

に
（
一
社
）
ハ
ー
ト
フ
ル

☎
�
６
４
１
８

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

の
募
集

　
廃
棄
物
処
理
の
基
本
方
針
や
資

源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た

市
の
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
検
討

す
る
諮
問
機
関
で
す
。

応
募
要
件
　
20
歳
以
上
（
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
市
内
に

５
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方
（
市

の
他
の
各
種
審
議
会
・
委
員
会
等

の
委
員
で
な
い
方
）

募
集
人
数
　
２
人

任
期
　
２
年
（
Ｈ
30
．
９
／
１
～

Ｈ
32
．
８
／
31
）

応
募
方
法
　
８
／
17
㈮
ま
で

に
、
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
、
応
募
動
機
を
記
入
し
環

境
課
へ[

郵
送
（
〒
323
ー
8686
（
住

所
不
要
）
小
山
市
役
所
環
境

課
）
、
FAX
�
９
８
９
７
、
メ
ー
ル

（d-k
a
n
k
yo@

city.o
ya

m
a.

tochigi.jp

）
ま
た
は
窓
口]

問
同
課
☎
�
９
２
７
６

新
製
品
新
技
術
研
究
開
発
事
業
補

助
金

　
単
独
ま
た
は
複
数
の
市
内
中
小
企

業
者
に
よ
る
新
製
品
・
新
技
術
の
研

究
開
発
（
大
学
等
研
究
機
関
と
の
共

同
事
業
含
む
）
に
対
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
８
／
１
㈬
～
９
／
28
㈮

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
９

お
や
ま
イ
ク
ボ
ス
合
同
宣
言
事
業

所
募
集

　
部
下
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
や
女
性
の
活
躍
、

男
性
の
家
事
・
育
児
参
画
に
対
す

る
市
内
事
業
所
の
ト
ッ
プ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
、
官
民
合
同
に

よ
る
「
お
や
ま
イ
ク
ボ
ス
合
同
宣

言
」
に
賛
同
す
る
事
業
所
を
募
集

し
ま
す
。

要
件
　
①
市
内
に
事
業
所
を
置

き
、
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
を
有

し
て
い
る
、
②
小
山
市
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
者

の
認
定
を
受
け
て
い
る
か
、
事
業

所
の
代
表
者
が
「
イ
ク
ボ
ス
宣

言
」
を
行
っ
て
い
る

申
込
み
　
８
／
31
㈮
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

折
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
　
８
／
18
㈯
10
時
～
正
午

会
場
　
市
立
博
物
館

テ
ー
マ
　
夏
休
み
の
思
い
出

定
員
　
25
人

参
加
費
　
100
円
　
※
折
紙
持
参

申
込
み
　
８
／
１
㈬
９
時
か
ら
車

屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

渡
良
瀬
遊
水
地
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ

ら
入
り
」
観
察
会

　
繁
殖
を
終
え
て
南
へ
渡
る
前
の

約
10
万
羽
の
ツ
バ
メ
が
集
結
し
、

見
る
者
を
魅
了
す
る
日
本
最
大
の

「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」
。

日
時
　
８
／
19
㈰
16
時
半
に
市
役

所
前
駐
車
場
集
合

定
員
　
15
人
（
超
過
時
抽
選
）

※
雨
天
中
止
。
参
加
無
料

申
込
み
　
８
／
１
㈬
～
10
㈮
正
午

ま
で
に
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
推
進
課
☎
�
９
３
５
４

長
谷
部
プ
ロ
・
第
1
回
小
山
市
長

杯
争
奪
将
棋
大
会

日
時
　
８
／
27
㈪
10
時
～
16
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
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ク
ラ
ス
　
上
級
ク
ラ
ス
・
交
流
ク

ラ
ス

定
員
　
小
・
義
務
教
育
学
校
１
～

６
年
生
（
市
内
児
童
優
先
・
大
人

同
伴
）
先
着
80
人

申
込
み
　
生
涯
学
習
課
へ

〔
電
話
☎
�
９
６
６
６
、

FAX
�
９
６
９
６
、
メ
ー
ル

(d-g
a
k
u
syu@

city.o
ya

m
a.

tochigi.jp)

ま
た
は
窓
口
〕

「
と
ち
ぎ
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
メ
ン
バ
ー
募
集
　

　
次
代
の
農
業
を
担
う
農
業
女
子

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
共

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
で
農
業
・
農
村
の
次
世
代

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

要
件
　
農
業
・
農
村
に
関
心
が
あ

る
女
性
　
※
随
時
応
募
可
能

問
下
都
賀
農
業
振
興
事
務
所
☎

０
２
８
２
�
６
５
６
３
、
市
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

６
次
産
業
化
講
演
会

　
６
次
産
業
化
と
は
農
林
漁
業
者

（
１
次
産
業
）
が
加
工
（
２
次
産

業
）
、
流
通
・
販
売
（
３
次
産

業
）
に
も
取
り
組
む
経
営
形
態
を

指
し
ま
す
。
講
演
、
事
例
発
表
を

通
じ
て
、
６
次
産
業
化
の
知
識
・

経
験
を
共
有
し
、
市
の
農
業
の
更

な
る
高
付
加
価
値
化
を
図
り
ま

す
。

日
時
　
８
／
21
㈫
17
時
半
～
19
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定

館
研
修
室

定
員
　
100
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
８
／
17
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

市
民
農
園
体
験
農
園
（
秋
冬
野

菜
）
募
集

日
時
　
９
／
２
㈰
９
時
か
ら

会
場
　
市
民
農
園
（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容
　
ダ
イ
コ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
等
の
種
ま
き
・
定
植
体
験

定
員
　
50
人

参
加
費
　
２
千
円

申
込
み
　
８
／
30
㈭
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
国
際
交
流

員
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
伝
統

料
理
体
験
教
室

日
時
　
９
／
３
㈪
13
時
半
か
ら

会
場
　
中
央
公
民
館
・
料
理
実
習
室

定
員
　
15
人
程
度

参
加
費
　
材
料
費
程
度

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）
、
お
持
ち
帰
り
用

の
容
器
等

申
込
み
　
市
民
生
活
課

☎
�
９
２
７
８

初
級
英
語
講
座

日
時
　
９
／
７
・
14
・
28
、
10
／

５
・
12
の
金
曜
日
10
時
～
11
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
・
第
２
研
修
室
等

定
員
　
先
着
20
人

参
加
費
　
会
員
500
円
、
非
会
員

２
千
500
円

申
込
み
　
市
国
際
交
流
協
会

☎
�
１
０
４
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

期
日
　
①
８
／
４
㈯
手
作
り
オ
リ

ジ
ナ
ル
ノ
ー
ト
、
②
８
／
８
㈬
親

子
で
作
る
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
の
ラ
ム

ね
こ
モ
ビ
ー
ル
、
③
８
／
11
㈯
畳

表
で
コ
ー
ス
タ
ー
、
④
８
／
22
㈬

ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
の
て
ん
と
う
虫
と

カ
ブ
ト
虫
、
⑤
９
／
１
㈯
カ
ラ
ー

ひ
も
を
使
っ
た
お
り
り
ん
バ
ッ
ク

※
時
間
等
要
問
合
せ

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費
　
①
千
円
、
②
500
円
、
③

300
円
、
④
500
円
、
⑤
千
円

定
員
　
①
４
人
×
２
回
、
②
親
子

５
組
、
③
４
人
×
８
回
、
④
10

人
、
⑤
７
人

申
込
み
　
８
／
１
㈬
か
ら
お
や
ま

本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館
☎
�

６
４
７
７
　
※
②
は
随
時
受
付

真
綿
か
け
・
糸
つ
む
ぎ
講
習
会

日
時
　
真
綿
か
け
：
９
／
４
㈫
～

10
／
30
㈫
の
火
曜
日
16
時
～
18

時
、
糸
つ
む
ぎ
：
９
／
12
㈬
～
Ｈ

31
．２
／
27
㈬
の
第
２
・
４
水
曜
日

13
時
半
～
16
時

※
両
体
験
会
を
８
／
28
㈫
17
時
～

19
時
に
市
役
所
で
実
施

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

内
容
　
結
城
紬
の
原
材
料
で
あ
る

袋
真
綿
や
手
つ
む
ぎ
糸
の
担
い
手

と
し
て
後
継
者
を
育
成

参
加
条
件
　
次
の
①
②
を
な
る
べ

く
満
た
す
方

①
体
験
会
へ
の
参
加
経
験
が
有
る

②
継
続
受
講
が
可
能
で
あ
る

定
員
　
各
10
人
程
度

※
参
加
無
料
。
道
具
貸
与
。
た
だ

し
、
真
綿
か
け
は
エ
プ
ロ
ン
持
参

申
込
み
　
８
／
３
㈮
か
ら
工
業
振

興
課
☎
�
９
３
９
７

き
も
の
着
付
け
講
習
会

日
時
　
９
／
５
㈬
～
12
／
19
㈬

（
全
14
回
）
14
時
～
16
時

会
場
　
桑
絹
商
工
会
館
２
階
会
議
室

申
込
み
　
８
／
６
㈪
か
ら
同
会
☎

�
４
５
２
３

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

研
修

日
時
　
９
／
12
㈬
～
11
／
19
㈪

（
全
７
回
）
10
時
～
14
時
半

会
場
　
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
等

内
容
　
地
域
に
根
ざ
し
た
家
庭
教

育
支
援
が
で
き
る
方
を
養
成
。
修

了
者
は
小
山
市
の
家
庭
教
育
支
援

と
し
て
、
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
託
児
有
り
（
生
後
６
カ
月
以
上

未
就
学
児
）

申
込
み
　
８
／
16
㈭
ま
で
に
生
涯

学
習
課
☎
�
９
６
６
６

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
９
／
15
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
小
山
市
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
・
先
着
30
人

※
参
加
無
料

申
込
み
　
８
／
15
㈬
～
31
㈮
ま
で

に
消
防
署
☎
�
６
６
６
６

料
理
教
室
（
後
期
）

日
時
　
①
お
や
ま
料
理
教
室
（
火

曜
日
コ
ー
ス
）
10
／
9
、
11
／

13
、
12
／
11
、
Ｈ
31
．１
／
22
、

２
／
12
、
②
子
育
て
応
援
料
理
教

室
【
両
日
託
児
付
】（
月
曜
日
コ
ー

ス
）10
／
15
、
11
／
19
、
12
／
17
、

Ｈ
31
．１
／
28
、
２
／
18
（
火
曜

日
コ
ー
ス
）
10
／
16
、
11
／
20
、

12
／
18
、
Ｈ
31
．1
／
29
、
２
／

19
、
い
ず
れ
も
10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
・
小
山
評
定
館

対
象
　
①
市
内
在
住
者
、
②
幼
児

か
ら
小
学
生
を
子
育
て
中
の
方

定
員
　
抽
選
で
各
コ
ー
ス
20
人

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

参
加
費
　
各
コ
ー
ス
３
千
円

※
託
児
希
望
者
は
プ
ラ
ス
千
円

申
込
み
　
８
／
17
㈮
～
９
／
14
㈮

に
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

寒
川
公
民
館
講
座
・
バ
ー
ド
カ
ー

ビ
ン
グ

日
時
　
10
／
29
㈪
、
11
／
12
㈪
・

26
㈪
、
12
／
10
㈪
・
25
㈫
（
全
５

回
）
13
時
半
～
16
時
半

会
場
　
寒
川
公
民
館

内
容
　
シ
ロ
チ
ド
リ
と
セ
イ
タ
カ

シ
ギ
の
制
作
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【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

栃
木
県
消
防
団
応
援
の
店
制
度
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始

７
月
下
旬
よ
り
、
県
消
防
団
応
援
の

店
制
度
に
登
録
い
た
だ
い
た
店
舗
に

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
▽
問
県
消
防
防
災
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
２
７

個
人
事
業
税
の
納
税

８
月
は
、
平
成
29
年
中
に
個
人
で
事

業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、
個
人
事

業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
１
期
分
の

納
期
限
は
８
／
31
㈮
で
す
。
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
▽
問
県
税
事
務
所
個
人
事
業
税

担
当
☎
０
２
８
２
�
３
４
１
４

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

７
／
31
現
在
、
常
用
労
働
者
を
１

～
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を

対
象
に
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
雇

用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
８
～
９
月
に
統
計
調
査
員
が

訪
問
し
た
場
合
は
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
▽
問
県
統
計
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
６

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
」
無
料
相
談
会

８
／
１
㈬
～
31
㈮
▽
県
内
各
司
法
書

士
事
務
所
で
相
続
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
近
く
の
司
法
書
士
事

務
所
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」

強
化
週
間
・
電
話
相
談

８
／
29
㈬
～
９
／
４
㈫
８
時
半
～

定
員
　
木
工
が
好
き
な
方
５
人
程
度

参
加
費
　
材
料
費
５
千
円
、
専
用

刃
物
７
千
円

申
込
み
　
寒
川
公
民
館

☎
�
１
０
０
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
山
本
広
斉
六
段
が
教
え
る
「
た

の
し
い
囲
碁
入
門
教
室
」
▼
９
／

８
㈯
か
ら
毎
週
土
曜
日
（
全
３
回
）

14
時
～
16
時
▼
20
人
▼
３
千
円

◆
「
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
と
リ
バ
プ
ー

ル
」
▼
９
／
８
㈯
14
時
～
16
時
▼

元
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
館
長
が
秘
蔵
映
像
と
音
楽
で
奏

で
ま
す
▼
50
人
▼
500
円

◆
ピ
ア
ノ
無
料
開
放
「
未
来
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
へ
」
▼
９
／
15
㈯
10
時

～
16
時
▼
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー

貸
出
し
（
１
人
10
分
）
▼
小
学
生

以
下
20
人

◆
み
ん
な
で
歌
お
う
「
初
秋
の
歌

特
集
」
▼
９
／
18
㈫
10
時
半
～
正

午
▼
50
人
▼
300
円

◆
ヤ
ク
ル
ト
健
康
教
室
「
腸
か
ら

ち
ょ
う
元
気
生
活
」
▼
９
／
21
㈮

10
時
半
～
正
午
▼
30
人

◆
ク
ラ
フ
ト
「
針
ぼ
う
ず
つ
く

り
」
教
室
▼
９
／
25
㈫
13
時
半
～

15
時
半
▽
20
人
▼
千
700
円

申
込
み
　
８
／
５
㈰
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

小
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
子
育
て
支
援
「
後

期
講
座
」

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や

お
母
さ
ん
が
健
や
か
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
方
の
た
め
の
講
義
。

日
時
　
①
９
／
19
㈬
９
時
半
～
11

時
半
▽
心
の
発
達
と
そ
の
問
題

（
臨
床
心
理
士
）
、
②
９
／
19
㈬

13
時
半
～
15
時
半
▽
身
体
の
発
達

と
病
気
（
小
児
科
医
）
、
③
10
／

15
㈪
10
時
半
～
11
時
半
▽
子
ど
も

の
栄
養
と
食
生
活
（
栄
養
士
）

会
場
　
①
②
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン

タ
ー
・
研
修
室
（
城
山
サ
ク
ラ
コ

モ
ン
２
階
）
、
③
子
育
て
ひ
ろ
ば

す
ま
い
る

定
員
　
先
着
15
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
各
前
日
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
☎
�
１
０
１
２

　
市
議
会
定
例
会
が
、
６
／
７
㈭
～
28
㈭
に
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
15
案
件
は
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
議
会
で
審
議
さ
れ

た
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
小
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
地
方
自
治
法
第
218
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
債
務
負
担
行
為
補
正
】

事
項
　
小
山
市
立
体
育
館
整
備
及
び
運
営
事
業

期
間
　
平
成
30
年
度
～
平
成
48
年
度

限
度
額
　
64
億
円

■
小
山
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
に
開
校
す
る
新
し
い
学
校
の
校
名
を
小
山
市
立
東

城
南
小
学
校
と
し
、
学
校
教
育
法
で
定
め
る
学
校
種
を
小
学
校
と
す

る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

内
容
　
小
学
校
の
名
称
に
小
山
市
立
東
城
南
小
学
校
を
追
加
す
る

施
行
日
　
公
布
の
日

■
市
町
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

　
県
営
佐
川
南
地
区
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
い
、
小
山
市
と
下

都
賀
郡
野
木
町
と
の
境
界
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
後
の
形
状
に
沿
っ

た
境
界
に
変
更
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
７
条
第
６
項
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の

小
山
市
に
編
入
す
る
地
域
　
下
都
賀
郡
野
木
町
大
字
佐
川
野
の
一
部

野
木
町
に
編
入
す
る
地
域
　
小
山
市
大
字
南
飯
田
の
一
部

変
更
し
よ
う
と
す
る
面
積
　
１
，
３
８
３
．
４
５
㎡

人
口
及
び
世
帯
の
異
動
　
　
な
し

■
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
小
山
市
役
所
新
庁
舎
整
備
事
業
の
建
設
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処

分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

工
事
名
　
小
山
市
役
所
新
庁
舎
整
備
事
業

工
事
箇
所
　
小
山
市
中
央
町
一
丁
目
地
内

工
期
　
平
成
33
年
３
月
12
日
ま
で

平
成
30
年
第
２
回
小
山
市
議
会
定
例
会
報
告

８月の行政テレビ  問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬 ■おやまの日本一ビールまつり
■第 5 回ツール・ド・おやま 2018 等

中旬 ■第 14 回寺野東遺跡縄文まつり
■台風に備えて 等

下旬 ■第 65 回小山市民文化祭出品・出場者募集
■ 2018 おやまスポーツレクリエーションフェア 等

随時 ■イベント情報
■英会話講座「G'day OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞



19
時
（
土
・
日
は
10
時
～
17
時
）

▽
実
施
機
関
：
宇
都
宮
地
方
法

務
局
・
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
設
置

「
働
き
方
改
革
」
へ
の
取
組
を
支
え

る
た
め
、
労
働
基
準
監
督
署
に
「
労

働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
ま
す
。
▽
問
栃
木
労
働
基
準

監
督
署
☎
０
２
８
２
�
７
７
６
６

お
う
ち
に
未
登
録
の
象
牙
あ
り
ま
せ

ん
か
？

環
境
省
は
国
内
に
あ
る
象
牙
の
在
庫
を

把
握
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
所
持
し

て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
象
牙

を
売
っ
た
り
あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法

で
す
。
未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
方

は
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
を
！

☎
０
３
・
６
６
５
９
・
４
６
６
０

第
41
回
栃
木
県
少
年
の
主
張
下
都
賀

地
区
大
会

８
／
23
㈭
12
時
15
分
か
ら
▽
下
野
市

国
分
寺
公
民
館
▽
ど
な
た
で
も
観
覧

可
▽
問
下
都
賀
地
区
青
少
年
育
成
推

進
連
絡
協
議
会
☎
�
２
２
９
４

保
育
の
お
仕
事
ス
タ
ー
ト
講
座

８
／
29
㈬
10
時
～
14
時
半
▽
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
館
（
栃
木
市
）
▽
先
着

20
人
程
度
▽
講
義
、
保
育
の
実
務
▽

託
児
有
り
▽
申
込
み
：
と
ち
ぎ
保

育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
３
０
７
・
４
１
９
４

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援

事
業
「
離
乳
食
の
作
り
方
・
進
め

方
」

８
／
30
㈭
９
時
40
分
～
11
時
半
▽
こ

ぐ
ま
保
育
園
▽
実
演
、
講
話
、
試
食

等
▽
市
内
在
住
親
子
10
組
▽
８
／
24

㈮
ま
で
に
同
園
☎
�
１
１
８
９

『
う
ち
の
動こ
物
見
て
見
て
！
コ
ン
テ

ス
ト
』
作
品
募
集

８
／
31
㈮
締
切
り
▽
皆
さ
ん
の
自
慢

の
ペ
ッ
ト
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
▽

問
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
８
４
・
５
４
５
８

獨
協
医
科
大
学
公
開
講
座

９
／
１
㈯
・
８
㈯
・
22
㈯
10
時
半
～

正
午
▽
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
▽

「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は
」
▽
80

人
▽
申
込
み
：
８
／
13
㈪
か
ら
獨
協

医
科
大
学
総
務
課
☎
０
２
８
２
�

２
１
０
０

統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
募
集

県
内
の
小
学
生
以
上
の
方
▽
課
題

自
由
▽
Ｂ
２
判
（
縦
横
自
由
）

▽
紙
質
・
色
彩
自
由
▽
合
作
は

１
作
品
に
つ
き
５
人
以
内
▽
９

／
５
㈬
必
着
▽
問
県
統
計
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
２
４
２

第
26
回
「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」
作

文
募
集

小
学
校
４
・
５
・
６
年
生
対
象
▽

400
字
づ
め
原
稿
用
紙
1
枚
に
ま
と

め
（
余
白
に
題
名
）
、
裏
面
に
学

校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
性
別
を
記
入
の
上
、
９
／
７

㈮
ま
で
に
県
広
報
課
▽
問
同
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

無
料
調
停
相
談
会

９
／
11
㈫
10
時
～
15
時
▽
栃
木
公
民

館
（
栃
木
市
）
▽
交
通
事
故
、
土

地
・
家
屋
、
相
続
、
離
婚
ト
ラ
ブ
ル

等
▽
問
宇
都
宮
地
方
・
家
庭
裁
判
所

栃
木
支
部
☎
０
２
８
２
�
０
２
２
５

県
民
バ
ス
参
加
者
募
集

９
／
20
㈭
▽
道
の
駅
し
も
つ
け
８
時

集
合
ま
た
は
小
山
総
合
公
園
８
時
40

分
集
合
▽
見
学
施
設
：
日
光
自
然
博

物
館
、
農
業
試
験
場
▽
小
山
市
、
下

野
市
、
野
木
町
に
お
住
い
の
方
46
人

※
超
過
時
抽
選
▽
要
申
込
み
（
往
復

は
が
き
）
▽
問
県
民
プ
ラ
ザ
室
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
３
７
６
６

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
（
安
足

エ
リ
ア
）

９
／
22
㈯
13
時
～
15
時
半
▽
道
の

駅
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま
（
佐
野

市
）
▽
①
求
人
事
業
所
と
の
個
別

相
談
、
②
セ
ン
タ
ー
相
談
員
に
よ

る
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
▽

問
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２

カ
ニ
釣
り
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

10
／
６
㈯
～
７
㈰
１
泊
２
日
▽
と
ち

ぎ
海
浜
自
然
の
家
（
茨
城
県
鉾
田

市
）
▽
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
調
理
、

カ
ニ
釣
り
等
▽
県
民
15
組
（
小
学
生

以
上
）
※
超
過
時
抽
選
▽
３
千
700
円

～
４
千
400
円
▽
９
／
５
㈬
ま
で
に
同

自
然
の
家
☎
０
２
９
１
�
４
０
０
４

平
成
30
年
度
行
政
書
士
試
験

試
験
期
日
11
／
11
㈰
▽
宇
都
宮

大
学
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
▽
７
千

円
▽
受
験
申
込
み
８
／
31
㈮

ま
で
▽
問
県
文
書
学
事
課
☎

０
２
８
・
６
２
３
・
２
０
６
６

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校
訓
練
生

募
集

機
械
加
工
科
（
５
人
）
、
Ｎ
Ｃ
機
械

科
（
10
人
）
、
板
金
溶
接
科
（
５

人
）
▽
10
／
９
㈫
～
Ｈ
31
．
３
／
25

㈪
▽
テ
キ
ス
ト
代
、
作
業
服
代
等
は

受
講
者
負
担
▽
申
込
み
：
８
／
１
㈬

～
９
／
７
㈮
に
同
校
☎
０
２
８
４
�

０
８
０
３

関
東
能
開
大
セ
ミ
ナ
ー

マ
イ
コ
ン
制
御
シ
ス
テ
ム
開
発
技
術

（
Ｈ
８
マ
イ
コ
ン
編
）
、
木
造
住
宅

に
お
け
る
架
構
設
計
技
術
、
製
造
現

場
の
問
題
発
見
・
真
因
追
及
力
向

上
、
鉛
フ
リ
ー
は
ん
だ
付
け
技
術
、

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
実
践
技
術
（
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
編
）
、
デ
ィ
ジ
タ
ル

回
路
設
計
技
術
の
６
コ
ー
ス
▽
有
料

▽
問
同
校
☎
�
１
７
３
３

小
山
高
専
公
開
講
座

小
学
生
か
け
っ
こ
教
室
～
速
く
走
る

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
『
か
け
っ
こ
』
速

く
な
ろ
う
～
▽
９
／
1
㈯
10
時
～
12

時
半
▽
小
学
生
50
人
▽
申
込
み
方
法

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
小
山
高
専
公

開
講
座
」
で
検
索
。

茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
８

８
／
２
㈭
・
20
㈪
９
時
15
分
～
正
午

▽
学
校
紹
介
、
進
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
等

▽
開
催
日
２
日
前
ま
で
に
同
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
へ
▽
問

同
校
☎
０
２
９
６
�
１
９
２
２

水
に
つ
い
て
ま
な
ぼ
う
「
子
ど
も
水

の
調
査
隊
」

８
／
９
㈭
14
時
半
～
16
時
半
▽
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
第
１
セ
ミ
ナ
ー
室
▽

小
学
生
対
象
▽
８
／
６
㈪
ま
で
に
要

申
込
み
▽
主
催
：
小
山
市
水
道
事
業

包
括
委
託
業
務
受
託 

西
原
・
ヴ
ェ

オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
・
日
本
環
境

ク
リ
ア
ー
特
定
業
務
委
託
共
同
企
業

体
▽
問
武
藤
・
小
竹
☎
�
９
６
６
３

和
楽
器
（
箏
・
三
味
線
・
尺
八
）
無

料
体
験

８
／
21
㈫
13
時
半
（
小
山
第
二
中

学
校
）
▽
８
／
25
㈯
（
マ
ル
ベ

リ
ー
館
）
▽
５
歳
～
大
人
対
象
▽

問
か
も
め
箏
の
音
会
・
野
原
☎

０
９
０
・
４
６
６
２
・
１
１
４
５

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
「
な
ぜ
今
、
道

徳
が
必
要
か
～
あ
な
た
は
ど
う
生
き

ま
す
か
～
」

８
／
23
㈭
・
24
㈮
18
時
半
～
21
時
10

分
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽

２
千
円
▽
問
小
山
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務

所
☎
�
９
２
４
１

Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｌ
Ｅ 

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

８
／
26
㈰
13
時
半
開
演
▽
ゆ
め

ま
ち
▽
東
北
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
▽
問
針
谷
☎

０
８
０
・
６
５
９
３
・
５
３
７
８

初
め
て
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
体
験
講
座

８
／
28
、
９
／
４
・
11
・
25
、
10
／

２
・
９
の
火
曜
日
18
時
半
～
19
時
半

▽
千
円
（
全
６
回
分
）
▽
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
菊
地
☎

０
８
０
・
９
３
４
１
・
７
１
６
１

ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
～
あ
な
た
が

い
た
風
景
～

９
／
１
㈯
14
時
半
～
16
時
▽
道
の
駅

思
川
・
小
山
評
定
館
▽
問
藤
井
☎

０
９
０
・
５
５
２
２
・
７
７
０
８

小
山
市
民
混
声
合
唱
団
創
立
35
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

９
／
２
㈰
14
時
開
演
▽
白
鷗
ホ
ー
ル

（
駅
東
口
）
▽
混
声
合
唱
組
曲
「
筑

後
川
」
ほ
か
▽
問
長
☎
�
６
５
４
５

第
49
回
小
山
市
空
手
道
選
手
権
大
会

９
／
９
㈰
８
時
集
合
▽
県
南
体
育

館
柔
・
剣
道
場
▽
形
の
部
（
個
人

戦
）
、
組
手
の
部
（
個
人
戦
・
団
体

戦
）
▽
問
市
空
手
道
連
盟
事
務
局
☎

�
０
１
３
７
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

広報小山 2018.8月号　20

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込み）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽な
トレーニングを体験しましょう！
日　時　8月23日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲み
　　　　物、タオル、ヨガマット（お
　　　　持ちの方）
申込み　☎22―9607

食生活改善推進員による
①「男性のための健康料理教室」
②～⑥「健康料理教室」　（要申込）

日　時 会　場
①9月48日㈯29:30 ～ 保健・福祉センター

②9月12日㈬10:00 ～ 間々田市民交流センター

③9月13日㈭10:00 ～ 保健・福祉センター

④9月13日㈭10:00 ～ 大谷公民館

⑤9月13日㈭10:00 ～ 桑市民交流センター

⑥9月13日㈭10:00 ～ 道の駅思川評定館

対　象　①市内在住の男性
　　　　②～⑥市内在住の成人の方
内　容　①栄養のバランスを考えた健康
　　　　料理実習と健康のお話
　　　　②～⑤乳製品とはとむぎを使っ
　　　　た健康料理実習
　　　　⑥朝食にも役立つ健康料理実習
定　員　①先着 30 人
　　　　②～⑥先着 20 人
参加費　1 人 600 円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込締切　①8月23日㈭②～⑥9月4日㈫
　　　　（定員になり次第〆切）
問☎22―9607

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

4 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
6 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
7 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 豊田公民館
8 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

10 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
12 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 間々田市民交流センター
15 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
20 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
25 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 大谷公民館

26 ㈬
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

14:00 ～ 15:30 × × × × ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター
29 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

申込み　3月号と同時配布の「平成30年度健康
　　　　のしおり」内の検診申込み書からお申
　　　　込みください。折り返し「集団健診の
　　　　お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
　　　　②受診券（基本健診受診者のみ）、
　　　　③健康保険証、
　　　　④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市
民が対象です。希望者は年齢確認のできるもの
を持参し各会場へ直接お越しください。（申込
み不要）

9月の集団検診
＊6・7・8月生まれの方対象（要申込）

問☎22–9522・9523

マタニティクラス
（はじめてのきょうだいクラス）
日　時　9月21日㈮9:30 ～ 11:30
　　　　　　　　　（受付9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
内　容　妊娠期の生活や子どもの食事、
　　　　きょうだいとのかかわり方
対　象　２人目以降の妊婦とその家族
　　　　（きょうだい・祖父母など）
持ち物　母子健康手帳、申込書
受講料　テキスト代250円
申込み　☎22–9527

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　9月18日㈫
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　8月27日㈪から☎22―9527

薬物依存症家族の集い
　薬物依存症ってなんだろう？家族はど
う関わったら良いのかわからない・・・。
同じような問題を抱えている他のご家族
と一緒に話してみませんか?
　初めて参加を希望される方は、職員
による事前面談があります（要問合せ）。
日　時　9月6日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　栃木県庁小山庁舎（犬塚3－1－1）
問県南健康福祉センター☎22–6119

第17回おやま健康料理コンクール
作品募集
募集内容　
　市の主要農畜産物を活用した健康料理
　○こども部門（児童・生徒）
　○おとな部門
　　（高校生以上、プロの料理人除く）
　○飲食店・企業部門
　　（プロの料理人含む）
応募資格　市内在住・通勤・通学者
応募締切　9月6日㈭必着
※詳細は市役所、各出張所にある応募用
紙または市ホームページをご覧ください
コンクール本審査　
　10月 28日㈰、保健・福祉センター
表彰式
　11月 11日㈰、県南体育館
問☎22―9527

乳幼児健診　問☎22―9527
　対象者には約 1 か月前に通知を送り
ます。受診日時・会場等は通知をご確
認ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊平成30年5月・6月生まれの乳児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
10月17日㈬・25日㈭
11月  1日㈭・20日㈫ 保健・福祉センター

10月12日㈮
11月  7日㈬

健康医療介護
総合支援センター

■9か月児健康相談
＊平成29年12月・平成30年1月生まれの乳児対象
受付時間　9:30 ～ 10:15

期　日 会　場
10月17日㈬・25日㈭
11月  1日㈭・20日㈫ 保健・福祉センター

10月12日㈮
11月  7日㈬

健康医療介護
総合支援センター

■1歳6か月児健診
＊平成29年3月・4月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
10月  3日㈬・16日㈫
11月21日㈬・28日㈬ 保健・福祉センター

10月30日㈫
11月  6日㈫

健康医療介護
総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊平成28年10月・11月生まれの幼児対象
受付時間　① 9:15 ～ 9:45
　　　　　② 10:15 ～ 10:45

期　日 会　場
10月10日㈬・18日㈭
11月15日㈭・21日㈬ 保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊平成27年7月・8月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
10月4日㈭・18日㈭・31日㈬
11月5日㈪・15日㈭・29日㈭ 保健・福祉センター
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おやま地域医療健康大学公開講座   
（無料・申込み不要）問☎27―0500
日　時　①9月11日㈯13:30 ～ 15:00
　　　　②9月15日㈯13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ
①「元気な足腰手に入れよう」
　　講師：大塚拓也氏(新小山市民病院）
②「高齢者のこころの健康について考
　　える～うつ病、認知症を中心に～」
　　講師：羅田享先生(小山地区医師会)
定　員　150人

問健康増進課☎22–9520

高血圧予防のためのポイント

◆「適正体重」を保ちましょう
　・肥満は高血圧の大きな原因となります
◆「食塩」は控えめに
　・高血圧予防には適塩・減塩が大変重要です
◆「野菜」をたくさん食べましょう
　・１日350グラム以上食べましょう
◆「禁煙」しましょう
　・たばこ 1本で血圧が 10 ～ 20㎜ Hg上がります
◆「お酒」はほどほどに
　・日々の飲酒量が多いほど血圧が高くなります
◆「ストレス」に早めに気づき対処を
　・過度のストレスは高血圧の原因となります

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39―8880・FAX39―8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがありますの
で、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39―8881・FAX39―8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

9 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2―4―3 ☎44―7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1―15―4 ☎53―1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31―1331
④ 杉村病院 小山市城山町2―7―18 ☎25―5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45―7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320―2 ☎0280―57―1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27―0500

日 月 火 水 木 金 土
1

②④
2 3 4 5 6 7 8

③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
9 10 11 12 13 14 15

④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
16 17 18 19 20 21 22
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
23 24 25 26 27 28 29
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
30
①③

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

 カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

第4回小山の地域医療を考える
市民会議　　　　　（無料・要申込）
　小山の地域医療を守り育てていくた
めに、市民、医療関係者、行政などが
一つになって、小山の医療の現状を学
んだり、地域医療を広めるための活動
をしています。ご興味のある方はどな
たでもご参加いただけます。
日　時　8月10日㈮18:30 ～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27―0500

高血圧を予防しましょう
高血圧は、

血管に強い圧力がかかりすぎている状態です

　高血圧は自覚症状がほとんどありません。定期的に
血圧を測らないと発見が難しく、健診で指摘されても
自覚症状がないため放置してしまう人もいます。
　高血圧を放置すると血管が硬くなる動脈硬化が進行
して脳卒中・心疾患・慢性腎臓病など重い病気を発症
し、最悪の場合、死に至ります。そのため高血圧は別
名「サイレントキラー」、日本語に訳すと「静かに迫る
殺し屋」と言われています。

高
血
圧

動
脈
硬
化

脳卒中
（脳梗塞・脳出血・くも膜下出血）

心疾患（狭心症・心筋梗塞）

慢性腎臓病
⇨ ⇨

CKD予防セミナー    （無料・要申込）
日　時　①18月29日㈬13:30 ～ 15:30
　　　　②19月14日㈮13:30 ～ 15:30
　　　　③10月26日㈮13:30 ～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　腎臓の健康に興味があり、３日
　　　　間すべて出席できる方
内　容　医師講話、栄養・運動講話、　
　　　　運動実技、尿中塩分測定等
定　員　先着50人
申込み　8月1日㈬から☎22―9520・9607

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、けいれんなど判断に困ったら
とちぎ子ども救急電話相談　#8000

救急車を呼ぶ？病院に行くか？迷ったときは(概ね15歳以上)
とちぎ救急医療電話相談　#7111



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 16㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 28㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
11･25㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 6㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 8㈯10:00〜12:00
19㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 12㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 11･25㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 13㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 19･26㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 4㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 16㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

30㈰ 9:00〜12:00
13:00〜16:00 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 14㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

12㈬ 9:30〜11:30
22㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

1㈯14:00〜16:00
26㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

1㈯14:00〜16:00
19㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

5㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
12㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 18㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   4･18㈫
10:00〜15:00

 11･25㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　4･18㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 9月はありません 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 10㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 1･15㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 9
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図書館つうしん（9月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 5 ㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 7 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 9 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 11 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 12 ㈬ 10:30
おこれんのおはなし会 16 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 19 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 23 ㈰ 14:00

■ 9 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　3㈪・10㈪・18㈫・25㈫・27㈭
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・23㈰・24㈪・25㈫・27㈭
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・23㈰・24㈪・25㈫・27㈭
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・23㈰・24㈪・25㈫・27㈭
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ

●ご案内「発見！小山ゆかりの企業展」　　　　問中央図書館☎21–0754
　中央図書館では、「発見！小山ゆかりの企業展」と題して、館内の展示ケースとパネ
ルを無料で開放し、小山市の会社・企業の魅力を発信する展示を行っています。
　地元・小山から、自慢の製品や素晴らしい技術を広く知ってもらうチャンスです。
　展示申込の詳細はお問合せください。

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館
からの借用資料は、破損の恐れがありま
すのでポストへの返却はご遠慮ください

日　時 会　場

4 ㈫ 10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

5 ㈬ 10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

6 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

7 ㈮
10:00 〜 10:30 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

11 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

12 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

13 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

14 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

19 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

20 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

9月はありません 電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
10月受付は 9/21㈮から　時間9:00〜16:30



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■9月は固定資産税・国民健康保険税（普
通徴収）・後期高齢者医療保険料（普通
徴収）・介護保険料（普通徴収）3期の納
期月です。納期限は10月1日㈪です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00までの納税窓口延長もご利用
ください。
■9月の日曜納税相談窓口は9月30日㈰
8:30～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

9月1日㈯・2日㈰・8日㈯・9日㈰・
15日㈯・16日㈰・22日㈯・29日㈯・

30日㈰　各8:30 ～ 17:15
※9月23日㈰は祝日（秋分の日）のため、市
民課および城南出張所はお休みとなります

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
自然系収蔵資料展「昆虫」（～ 9/2 ㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45–5331

「日本近代洋画の名品展」（～ 9/9 ㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968

1 日 ㈯
小山市水防訓練 8:00 ～ 10:30 石ノ上河川敷広場・思川左岸堤防 危機管理課☎39-6684
おやま地域医療健康大学　公開講座 13:30 ～ 15:00 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○

2 日 ㈰ 第 14 回児童虐待防止に関する講演会 13:30 ～ 15:50 文化センター小ホール 子育て包括支援課
☎22-9854

3 日 ㈪
4 日 ㈫
5 日 ㈬
6 日 ㈭
7 日 ㈮

8 日 ㈯
桑の日記念事業 未定 桑市民交流センターマルベリー館 商業観光課☎22-9317
太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館駐車場 博物館☎45–5331
天体観望会 19:00 ～ 20:30 生井公民館 博物館☎45–5331

9 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8:45 集合 大平下駅周辺 生涯スポーツ課☎21-2695
10 日 ㈪
11 日 ㈫
12 日 ㈬
13 日 ㈭
14 日 ㈮
15 日 ㈯ おやま地域医療健康大学　公開講座 13:30 ～ 15:00 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○
16 日 ㈰ 市職員採用試験 第 1 次試験（申込 8/3 ㈮まで） 8:30 ～ 11:30 白鷗大学本キャンパス 職員活性課☎22–9362
17 日 ㈪ 敬老の日
18 日 ㈫
19 日 ㈬
20 日 ㈭
21 日 ㈮
22 日 ㈯
23 日 ㈰ 秋分の日
24 日 ㈪ 振替休日
25 日 ㈫
26 日 ㈬
27 日 ㈭

28 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービ
ス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22-9617
29 日 ㈯ 第 6 回小山市フォークダンスフェスティバル 9:30 ～ 15:00 県立県南体育館 生涯スポーツ課☎21-2695 ○

30 日 ㈰
上保朋子と仲間たち　MCF オーケストラ
とちぎ弦楽アンサンブルヴィヴァルディ
コンサート

15:00 開演 文化センター大ホール 同センター☎22–9552

９月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、7月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん



編集・発行　小山市役所秘書広報課（〒323−8686 栃木県小山市中央町1−1−1 ☎0285-22-9353）
市の人口 167,704人（65増）、男性 84,770人（22増）、女性 82,934人（43増）、世帯数 69,119（91増）（7月1日現在）

印刷：㈱ダイサン小山

広報おやま

　カラーズ　増改築・リフォーム・外構の専門店

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市西城南 5-45-8　　小山市警察署むかい側 　　　営業時間 9:00 ～ 18:00　　　水曜定休日

カラーズ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-38-8715

ご相談・

お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 内装工事

　塗リカエ　外壁・屋根塗装の専門店

塗リカエ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-39-6731

色あせ・汚れ・ヒビワレ・
藻・コケ・チョーキング…

こんな症状が出たら
お手入れサインです

家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い く わ

９０ 【24時間対応】

6 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災　1件(20件)　救急　610件(4,135件)

【小山警察署調べ】6月中の交通事故
事故　20件(183件)　負傷者　26人(235人)　死者　0人(2人)
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
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◦広報おやま
◦小山市公式ホームページ
◦おやま生き生き好齢者応援サイト

問管財課☎22–9322
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